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１．議事日程 

   （平成１９年第４回安芸高田市議会１２月定例会第１日目） 

 

平成１９年１２月１１日 

午 前 １ ０ 時 開 会 

於 安 芸 高 田 市 議 場 

日 程 第 １   会議録署名議員の指名           

日 程 第 ２  会期の決定    

日 程 第 ３   発 議 第 ９ 号 安芸高田市議会委員会条例の一部を改正する条例 

日 程 第 ４   発議第１０号 安芸高田市議会議員定数条例の一部を改正する条例 

日 程 第 ５   議案第８４号  安芸高田市議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例 

の一部を改正する条例 

日 程 第 ６   議案第８５号  政治倫理の確立のための安芸高田市長の資産等の公開に関 

する条例及び安芸高田市情報公開条例の一部を改正する条 

例 

日 程 第 ７   議案第８６号  安芸高田市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁 

償等に関する条例の一部を改正する条例 

日 程 第 ８   議案第８７号  安芸高田市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す 

る条例の一部を改正する条例 

日 程 第 ９  議案第８８号  安芸高田市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

日程第１０  議案第８９号  安芸高田市生活改善センター設置及び管理条例等の一部を 

改正する条例 

日程第１１  議案第９０号  安芸高田市基幹集会所設置及び管理条例の一部を改正する 

条例 

日程第１２  議案第９１号  安芸高田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

日程第１３  議案第９２号 広島県と安芸高田市との間における特別児童扶養手当認定 

等事務の事務委託に関する規約の締結について 
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日程第１４  議案第９３号 安芸高田市川根ゆず加工施設設置及び管理条例 

日程第１５  議案第９４号 安芸高田市芸術農園「四季の里」農園施設設置及び管理条例 

日程第１６  議案第９５号 安芸高田市農林業振興センター設置及び管理条例 

日程第１７  議案第９６号 土地改良事業計画概要について 

【深瀬地区】 

日程第１８  議案第９７号 字の区域の変更について 

【地籍調査事業】 

日程第１９  議案第９８号  字の区域の変更について 

【田草川地区３工区】 

日程第２０  議案第９９号  平成１９年度安芸高田市一般会計補正予算（第３号） 

日程第２１  議案第１００号  平成１９年度安芸高田市国民健康保険特別会計補正予算 

（第２号） 

日程第２２  議案第１０１号  平成１９年度安芸高田市老人保健特別会計補正予算（第２号） 

日程第２３  議案第１０２号 平成１９年度安芸高田市介護保険特別会計補正予算 

（第２号） 

日程第２４  議案第１０３号  平成１９年度安芸高田市介護サービス特別会計補正予算 

（第１号） 

日程第２５  議案第１０４号  平成１９年度安芸高田市公共下水道事業特別会計補正予算 

（第１号） 

日程第２６  議案第１０５号  平成１９年度安芸高田市特定環境保全公共下水道事業特別 

会計補正予算（第２号） 

日程第２７  議案第１０６号  平成１９年度安芸高田市農業集落排水事業特別会計補正予 

算（第３号） 

日程第２８  議案第１０７号  平成１９年度安芸高田市浄化槽整備事業特別会計補正予算 

（第２号） 
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日程第２９  議案第１０８号  平成１９年度安芸高田市コミュニティ・プラント整備事業 

特別会計補正予算（第 1 号） 

日程第３０  議案第１０９号  平成１９年度安芸高田市簡易水道事業特別会計補正予算 

（第３号） 

日程第３１  議案第１１０号  平成１９年度安芸高田市飲料水供給事業特別会計補正予算 

（第１号） 

 

 

２．出席議員は次のとおりである。（２０名） 

１番    明 木 一 悦     ２番    秋 田 雅 朝 

３番    田 中 常 洋     ４番    加 藤 英 伸 

６番    川 角 一 郎     ７番    塚 本  近 

８番    赤 川 三 郎     ９番    松 村 ユ キ ミ 

１１番    藤 井 昌 之    １２番    青 原 敏 治 

１３番    金 行 哲 昭    １４番    杉 原  洋 

１５番    入 本 和 男    １６番    山 本 三 郎 

１７番    今 村 義 照    １８番    玉 川 祐 光 

１９番    岡 田 正 信    ２０番    亀 岡  等 

２１番    渡 辺 義 則    ２２番    松 浦 利 貞 

 

 

３．欠席議員は次のとおりである（なし） 

 

 

４．会議録署名議員 

    ９番    松 村 ユ キ ミ    １１番    藤 井 昌 之 
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５．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（２１名） 

市     長    児 玉  更太郎     副 市 長    増 元 正 信 

副 市 長    藤 川 幸 典     総務企画部長    新 川 文 雄 

政策推進部長    田 丸 孝 二     市民生活部長   平 下 和 夫 福祉対策推進部長兼福祉事務所長    廣 政 克 行     地域経済推進部長    清 水  盤     

産業建設部長兼

公営企業部長
    金 岡 英 雄     教 育 長    佐 藤  勝   

教 育 次 長    益 田 博 志     消 防 長    竹 川 信 明    

八千代支所長    槇 原 秀 克     美土里支所長    清 水  勝    

高 宮 支 所 長    近 藤 一 郎     甲 田 支 所 長    垣 野 内  壮 

向 原 支 所 長    田 口 茂 利   総 務 課 長  高 杉 和 義    

行政経営課長    森 川  薫     会 計 管 理 者    立 田 昭 男 教育参事兼安芸高田少年自然の家所長   永 井 初 男 

 

 

   ６．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（４名） 

事 務 局 長  増  本 義  宣    議事調査係長  児 玉 竹 丸 
書 記    国 岡 浩 佑      書 記    倉 田 英 治 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前 １０時０２分 開会 

○松 浦 議 長   おはようございます。時間になりました。ただいまの出席議員は２

０名であります。 

定足数に達しておりますので、これより平成１９年第４回安芸高田

市議会定例会を開会いたします。 

直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりであります。 

ここで皆さまにご報告を申し上げます。 

昨日１２月１０日付で、熊高昌三議員から辞職願が提出され、これ

を許可いたしましたのでご報告いたします。 

日程に入るに先立ち、議会事務局長より諸般の報告をいたさせます。 

事務局長 増本義宣君。 

◯増本事務局長   議長。 

   諸般の報告をいたします。 

第１点、市長並びに教育委員長より、本定例会に説明員として出席

委任するものの職氏名の一覧表が提出されております。 

第２点、市長より３千万円以上、１億５千万円未満の工事請負契約

締結についての報告がありました。 

第３点、監査委員より、平成１９年８月分、９月分、１０月分の例

月出納検査結果の報告がありました。 

それぞれの写しをお手元に配布いたしておりますので、ご了承くだ

さい。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

◯松 浦 議 長   以上をもって諸般の報告を終わります。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

◯松 浦 議 長   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第７９条の規定により、議長において、

９番 松村ユキミさん、１１番 藤井昌之君を指名いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２  会期の決定 

◯松 浦 議 長   日程第２、会期の決定を議題といたします。 

本定例会の運営について、過日、議会運営委員会を開き、ご協議い

ただいておりますので、その結果について、議会運営委員長の報告を

求めます。 

１４番 杉原洋君。 

◯杉原委 員 長   議長。 

◯松 浦 議 長   はい。 

◯杉原委 員 長   失礼します。 

平成１９年第４回定例会の運営につきまして、去る１２月４日に議
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会運営委員会を開き、次のとおり決定をいたしましたので報告をいた

します。 

まず、会期につきましては、お手元の会期日程のとおり本日から１

２月２１日までの、１１日間といたしました。 

議事の都合により、１２月１４日から１２月２０日までを休会とい

たします。 

本定例会に付議されます案件は、発議２件、議案２７件、計２９件

でございます。 

議案審議につきまして、議案第８４号から議案第９８号までの１５

件については、お手元の付託表のとおり、それぞれ提案理由の説明の

後、質疑を受け、各常任委員会に付託することといたし、その他の案

件については、付託を省略することといたしました。 

一般質問の取り扱いにつきましては、１３人から通告がありました

ので、２日間をあてて通告順に明日１２日を６人、１３日を７人とい

たします。 

また各種要望書等につきましては、各委員会において審査の上、発

議案件として整いましたら、最終日に提案されることとなりますこと

を申し添えさせていただきます。 

以上、報告を終わります。 

◯松 浦 議 長   お諮りします。 

ただいまの委員長の報告のとおり、会期は１１日間とすることにご

異議ございませんか。 

〔異議なし〕 

ご異議なしと認めます。 

よって、会期は１１日間と決定をいたしました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第３ 発議第９号 安芸高田市議会委員会条例の一部を改 

正する条例 

○松 浦 議 長   日程第３、発議第９号、安芸高田市議会委員会条例の一部を改正す

る条例の件を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

１４番 杉原洋君。 

○杉 原 議 員   議長。 

安芸高田市議会委員会条例の一部を改正する条例について、提案理

由の説明を行います。 

本件については、１０月１日に組織機構の改革に伴い、各常任委員

会が所掌する部署の名称を変更するもので、第２条第１号中、総務部、

自治振興部を総務企画部に、同条第２号中、市民部、福祉保健部を市

民生活部に、同条第３号中、産業振興部、建設部を産業建設部にそれ

ぞれ改めるものでございます。 
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なお、この条例につきましては、公布の日から施行するものでござ

います。 

どうかよろしくお願いいたします。 

○松 浦 議 長   なお、本件に関しましては質疑及び委員会付託を省略したいと思い

ます。 

          ご異議ありませんでしょうか。 

           〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   異議なしと認め、質疑及び委員会付託は省略いたします。 

          これより討論に入ります。 

          討論ありませんか。 

           〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          これより発議第９号、安芸高田市議会委員会条例の一部を改正する

条例の件を起立により採決いたします。 

          本件は原案のとおり決することに、賛成の諸君の起立を求めます。 

 〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本件は原案のとおり可決をされました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第４ 発議第１０号 安芸高田市議会議員定数条例の一部 

を改正する条例 

◯松 浦 議 長   日程第４、発議第１０号、安芸高田市議会議員定数条例の一部を改

正する条例の件を議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

１１番 藤井昌之君。 

○藤 井 議 員   議長。 

安芸高田市議会議員定数条例の一部を改正する条例について、提案

理由の説明を行います。 

 情報化の進展が加速し、社会情勢が急激に変化している今日におい

て、議員に強く求められているものは、専門性や高度な知識を有し、

全市的な視点で厳しく行政運営を監視する機能であります。 

 一方、中山間地に位置する本市においては、高齢化が進み、都市部

ほど交通や情報機能が発達しておらず、合併により周辺地域がとり残

されるのではないかという不安からも、依然地域住民の代弁者として

の役割を求める声も少なくありません。 

 ８月下旬に旧町単位で開きました市民の意見を聞く会においては、

来場されアンケートに回答をいただいた方の約６割が定数の削減を求

められていました。しかし、一方では現状維持を望まれる意見もあり、

議会改革特別委員会で９回にわたる協議を重ねた結果、本市の財政状

況や市民の意見にかんがみ、２名減とすることに決しました。 
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よって、安芸高田市議会議員の定数を２名減じ、２２名から２０名

への改正を提案するものです。 

なお、この条例につきましては、公布の日から施行し、同日以後初

めてその期日を告示される一般選挙から適用するものでございます。 

どうかご審議のほど適当なる議決をいただきますよう、お願い申し

上げ提案理由の説明といたします。 

○松 浦 議 長   なお、本件に関しましては質疑及び委員会付託を省略したいと思い

ます。 

          ご異議ありませんでしょうか。 

           〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   異議なしと認め、質疑及び委員会付託は省略いたします。 

          これより討論に入ります。 

          まず本件に関する反対討論の発言を許します。 

○岡 田 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   ９番 岡田正信君。 

○岡 田 議 員   １９番 岡田正信です。私はこの提案に対しまして反対をするもの

であります。確かに委員長が報告しましたように、この春以来、議会

改革特別委員会を設置いたしまして、議員の定数あるいは一般質問の

やり方、あるいは基本条例の問題、この３点を柱にしまして議論した

ことは私も承知したところであります。 

          この議員の定数の減に対しましては、旧６町の懇談会あるいはアン

ケートの調査、これも私も承知しております。しかし委員長が申し上

げられましたように、提案理由の中には過疎部からのいろいろな声が

届かないということも指摘されましたように、確かにアンケートでは

６０％の方が減を望んでいると。これも事実です。しかしこのアンケ

ートを熟知しましたところ、各戸に配布されている主な意見というこ

とがありますが、住民の声というのがありますが、それを１、２申し

上げますと、財政からの考慮が一番先に上がっております。そして人

口の減が予想されます。確かにこの２点、そのとおりでありますけど

も、財政を考慮するというのは、議員の定数には何ら関係ないと私は

当初から判断しておりましたし、財政を云々と論じる場合は、現在の

議会の役割としましては、市の執行部の財政の運営問題を論ずること

が議会で一番大事だろうと考えておりますし、人口の減少というのは、

確かに４年前から千人余り減っておりますけども、定数を２名減らす

論には至らないと。といいますのもせんだっての合併前の法定協でも

法定数２６を、いろいろ議論の中で全会一致で２２名を決めた経過が

あります。その経過からいいましても千名の減に対しまして、２名を

減らすという論には成り立たない。時期が早いと私は考えています。

なぜそれではこの改革に参加したかと申し上げますと、確かに今の現

状では人口は下降しておる方向は見えております。これはまだ先のこ

とでもできることだからということで、議会改革特別委員会には私も
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賛成を得て、今まで議論を尽くしてきたところです。 

          現状が２２でいいというのは、声の中には私が今まで申し上げまし

たように、合併４年だからまだ早いのではないかということも上げら

れておりますし、何といってもこの議員の役目というのは、確かな方

向でも意見が出ております。と申しますのは、私もこの機会に今一度

勉強をさせていただきましたけども、今の憲法が定められたと同時に

地方自治も同じ日に施行されております。ご存知のとおり、天皇主権

の憲法でありまして、市町村は確かにありましたけども、一応は名前

はありましたけども現在のような選挙法に基づく選び方、ありまして

もこの納税者ができる選挙権があると。婦人参政権がない中で行われ

たと。こういうのもありましたし、何といっても権力側のひとつの、

いうなれば表現は悪いかもしれませんが、道具として、やられた経過

が戦前の憲法ではありました。それが戦後、平和憲法を制定されたと

同時に住民自治が非常に重要だということで、憲法に明記されて、そ

れを自治法に基づいてやるということが同時に施行されたと。これは

今までの経過から考えますと、日本の歴史を考えますと、いかに住民

の投票する権利が地方自治体に大事かということがうたわれておりま

す。 

そういう点から申し上げますと、今現在でも過疎の遠方のところか

らの声が届きにくいなどの問題がある中で、時期尚早、２２名は市民

にとって大事なひとつの権利を行使すると同時に、議会へそのことを

反映させ、議会が執行部の財政問題を含めてチェック機能を正しく行

うと、これが一番、議員の本質をついておりますので、反対するもの

であります。 

以上です。 

○松 浦 議 長   次に本件に対する賛成討論の発言を許します。 

          討論ありませんか。 

           〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   ほかに討論ありませんか。 

           〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   ないようでございますので、これをもって討論を終結いたします。 

          これより発議第１０号、安芸高田市議会議員定数条例の一部を改正

する条例の件を起立により採決いたします。 

          本件は原案のとおり決することに、賛成の諸君の起立を求めます。 

 〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本件は原案のとおり可決をされました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第５ 議案第８４号 安芸高田市議会の議員の報酬及び費 

用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 

日程第６  議案第８５号  政治倫理の確立のための安芸高田市 
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長の資産等の公開に関する条例及び安芸高田市情報 

公開条例の一部を改正する条例 

日程第７  議案第８６号  安芸高田市特別職の職員で非常勤の 

ものの報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改 

正する条例 

日程第８  議案第８７号  安芸高田市特別職の職員で常勤のも 

のの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条 

例 

日程第９ 議案第８８号  安芸高田市職員の給与に関する条例 

の一部を改正する条例 

日程第１０ 議案第８９号  安芸高田市生活改善センター設置 

及び管理条例等の一部を改正する条例 

日程第１１ 議案第９０号  安芸高田市基幹集会所設置及び管 

理条例の一部を改正する条例 

◯松 浦 議 長   日程第５、議案第８４号、安芸高田市議会の議員の報酬及び費用弁

償等に関する条例の一部を改正する条例の件から日程第１１、議案第

９０号、安芸高田市基幹集会所設置及び管理条例の一部を改正する条

例まで７件を一括して議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   提案理由の説明に先立ち、一言ごあいさつを申し上げます。 

          本日、安芸高田市議会第４回定例会を招集いたしましたところ、議

員の皆さんには大変ご多用な中をご出席をいただき、誠にありがとう

ございました。 

          また１１月３日の第２庁舎及びクリスタルアージョ竣工記念式典に

は、議員各位を初め、多数の関係者や市民の皆さんのご臨席を賜り、

厳粛にまた盛会に執り行うことができました。心よりお礼を申し上げ

ます。 

          さて、本定例会へご提案を申し上げます案件は、議案２７件です。

よろしく審議を賜りますようにお願いを申し上げます。 

          それでは、議案第８４号、議案名が安芸高田市議会の議員の報酬及

び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例です。 

          議案第８４号から議案第９０号までの提案理由につきまして、ご説

明を申し上げます。 

          最初に議案第８４号、安芸高田市議会の議員の報酬及び費用弁償等

に関する条例の一部を改正する条例についてです。 

          本案は、本年８月の人事院勧告に伴いまして、議会議員の報酬のう

ち平成１９年度における１２月期の期末手当を０．０５月、引き上げ

る改定を行うものです。 

 次に８５号、議案名は政治倫理の確立のための安芸高田市長の資産
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等の公開に関する条例及び安芸高田市情報公開条例の一部を改正する

条例案です。 

 議案第８５号、政治倫理の確立のための安芸高田市長の資産等に関

する条例及び安芸高田市情報公開の一部を改正する条例については、

本案は郵政民営化法が施行されたこと及び証券取引法が、金融商品取

引法に改組されたことに伴い、本市の条例の関係部分について文言の

整理のため、必要な改正を行うものです。 

 次に議案第８６号、安芸高田市特別職の職員で非常勤のものの報酬

及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例についてです。 

 本案は非常勤特別職として、保育所に主任保育士及び保育士を、保

健医療課並びに給食センターに非常勤管理栄養士及び非常勤栄養士を

それぞれ追加すると同時に非常勤調理員の報酬の額の見直しを行うも

のです。 

次に議案第８７号、安芸高田市特別職の職員で常勤のものの給与及

び旅費に関する条例の一部を改正する条例です。 

本案は議案第８４号と同様に、本年８月の人事院勧告に伴いまして、

常勤の特別職の給与のうち、平成１９年度における１２月期の期末手

当を０．０５月引き上げる改定を行うものです。 

次に議案第８８号、安芸高田市職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例についてです。 

本案は、本年８月の人事院の勧告に伴いまして、職員の給与のうち

若年層の職員にかかる給与月額の引き上げ、及び扶養手当月額５００

円の引き上げ、並びに平成１９年度１２月期の勤勉手当を０．０５月

引き上げる改定を行うものです。 

次に議案第８９号、安芸高田市生活改善センター設置及び管理条例

等の一部を改正する条例についてです。 

本案は、安芸高田市生活改善センター設置及び管理条例ほか４３の

条例で所掌するそれぞれの施設について、主に指定管理の期間を１年

としていたものを５年間以内とするため、必要な改正を行うものです。 

次に議案第９０号、安芸高田市基幹集会所設置及び管理条例の一部

を改正する条例についてです。 

本案は現在、建設を進めております美土里町横田小学校の施設を建

設後の、平成２０年４月１日から隣接する横田高齢者コミュニティー

センターと統合し、横田地域活動拠点施設として位置づけると同時に、

指定管理者に管理運営を行わせるため必要な条例改正を行うものです。 

 以上７議案についてよろしく審議の上、議決をいただくようにお願

いを申し上げます。 

○松 浦 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

          これより質疑に入ります。 

          質疑ありませんか。 

          １番 明木一悦君。 
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○明 木 議 員   議長。一括質疑でよろしいでしょうか。 

○松 浦 議 長   はい。 

○明 木 議 員   議案第８４号に対して、及び議案第８７号に関連していますので、

お聞きいたします。 

          本年度、報酬に対しましては５％のカットということで、議会にお

いては議会の同意のもとにおいて行われています。しかしながら今回

提出した内容の中には、これを１９年度の報酬までさかのぼって、０．

０５％アップするという形になっています。人事院勧告とはいえ、安

芸高田市議会の合意のもとにこれを決定された中で、こういう議案が

出されてくることに対して、どのようなお考えをお持ちか市長にお伺

いするところです。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に対し答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   詳しくは担当部長の方からお答えをいたします。 

○松 浦 議 長   総務企画部長 新川文雄君。 

○新川総務企画部長   先ほどの市長の提案理由の説明のとおりです。このたびの人事院勧

告等によります本年８月の民間企業の是正等の関連に伴いまして、公

務員等に伴います手当の方の０．０５％のアップという状況です。主

たることにつきましては、若年層のそうした給与体系ということも給

料表等についてはありますけども、このたび議員さんと特別職の３役

さんの報酬等につきましても、関連的に給与改定をお願いをさせてい

ただいたところです。 

          まず８４号の関係ですが、議員さんの報酬等の関連です。確かにご

指摘いただきますように、こうした今日の状況の改革の中で、議員さ

んの方の給与カットをお願いをさせていただいております。このたび

のそうした０．０５％のアップにつきましては、県内の各市町、そう

した状況等も考慮させていただき、このたび提案をさせていただいて

いるものです。 

          合併前の条例等も見させていただき、そうした職員に準じた企業的

な改正もされておる条文もあります。そういうところを考慮させてい

ただき、このたび議員の皆さんの報酬の平成１９年度におきます、１

２月期の期末手当を０．０５月ほど上げさせていただく改定をさせて

いただいているところです。特別職の報酬につきましても同様、改定

をお願いをさせていただいているところです。 

          ご理解のほどをよろしくお願いします。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          １番 明木一悦君。 

○明 木 議 員   内容についてはよくわかります。しかしながら今の内容は執行部の

提案内容とほぼ変わってないと思います。我々が実際にこの５％カッ

トの提案に対して、反対をし反対理由も述べて、以前はこれについて

は５％のカットは反対をしました。しかし、議会合意の中で決まった
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ことが５％カットという方向であった。それは結果です。それに基づ

いて我々は執行してきた。そういう中で今回この議案においては、当

然来年度から上げることは認められると考えられます。特に職員の給

与に関しては、これは下げることに対しても我々は反対していますか

ら、それについての質問は一切しておりません。今言っているのは、

特別職の関係のものだけ、議員報酬と特別職の関係です。これを言っ

ているわけで、執行部理由とは別にこうやって議会合意のもとに決め

られたカットを、またそれを１９年度に対して執行したという事実が

あります。その事実に基づいて、本当に上げるのはどこにどういう目

的があるのか、人事院勧告だけでやられてきたからやるのだと。また

近隣の町村がということですが、では、近隣の町村がすべて５％カッ

トをしてきているかというとそれはないと思います。しかし、安芸高

田市としてそれをやった、実行したという経緯がありますので、その

あたり私は市長の方からどのようなお考えでこれを提出されたのかお

伺いするところです。 

          以上です。 

○松 浦 議 長   ただいまの質問に答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   我々は今ご指摘のように、特別職また議員の皆さん、職員へも行財

政改革の中で給与のカットをお願いをしておるわけです。このことは

大変苦しい対応ではありますが、ご理解を得ながら今までやってきた

ということです。そのような中で人事院勧告に従って、０．０５月の

１９年度の勤勉手当ということが人事院の勧告に基づいて行われたも

ので、これは県も給与カットを行っておりますが、この人事院勧告だ

けは、やはりそういう給与カットに応じてもらったとそういうような

誠意ある対応にもこたえるという意味も込めて、人事院勧告の実施を

していくということで、県も近隣の市町村もそれぞれ給与カットをし

ているところも、０．０５カ月分だけはそれぞれ実施をしていくとい

うことで、提案をしているわけであり、何もかも切ってしまうという

のもそれはひとつの方法ではありますが、職員等のそのような誠意あ

る対応についても我々もこたえていきたいと考えておるところで、議

員の皆さん、それから特別職についても同等の人事院勧告に基づいて、

対応をさせていただいたということです。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

          １番 明木一悦君。 

○明 木 議 員   なかなか質問に答えていただけないような気がしますが、私が言っ

ているのは、１９年度をなぜ対応する必要があるのかと。やはり特別

職と議員として、しっかりと財政難これを見据えた上での対応をした

と私は思っています。しかし、１９年度にさかのぼってすることが本

当に必要なのか、何のために５％のカットをしたのかというところが
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問題ではないかと考えています。この第２条における２０年度４月１

日からの対応は私は必要だと、人事院勧告でも来ているので、それに

対する対応はまだいいのではないかなと考えるのですが、１９年度４

月からの対応について、本当に必要なのか、それも職員に対しての話

は、私は先ほども言いましたけど一切していません。特別職に対する

考え方、また議員報酬に対する考え方をお聞きしているわけで、そこ

のところをお伺いしているわけですから、そこのところについて具体

的にもう少しお話を聞かせていただければと、答弁をいただければと

思います。 

          それからもう３回なので、もう１件。議案第８６号、この非常勤報

酬に関する改正ですが、これは何に基づいてされたのか、どういうと

ころに観点を置いて、また何に基づいてこの報酬額を算出されたのか

お伺いするところです。また資格制度はどのように考えられているの

か、その２点について、この議案についてお伺いします。           以上です。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   これは実施の期日については、いろいろご意見があると思いますが、

どこの市町村も人事院勧告どおりの期日でやらせてもらっているとい

うことなので、我が市においてもそのようにさせてもらったというこ

とです。以下、もしご質問がありましたら担当部長の方からお答えを

させていただきたいと思います。 

◯松 浦 議 長   引き続き答弁を求めます。 

          総務企画部長 新川文雄君。 

○新川総務企画部長   議案第８６号の非常勤の特別職の報酬並びに費用弁償等に関する条

例の一部改正ですが、このたび提案をさせていただいております、こ

うした改定案につきましては、昨年来いろいろ議員の皆さんにもご指

摘等をいただいております。平成１７年度から臨時職員また非常勤職

員の任用の適正化を図る目的におきまして、一部の業務を委託制度を

導入させていただいたところです。当初導入時期については、非常に

特段の問題もありませんでしたけども、大手民間会社等を中心に偽装

請負という報道がなされまして、こうした取り組んでおる公共分野に

も及ぶこととなったわけです。このことの基本的には保育所所管等に

おきます分野につきまして、こうした制度を導入をさせていただいた

状況です。この基本の単価等につきましては、当然今までの非常勤等

の額、また国におきます保育士の国庫補助金の基本的な額、そういう

ものを考慮させていただいて、この額にさせていただいたとおりです。 

 要はこうした人材派遣から直接雇用という状況の取り組みをさせて

いただいたために、条例の改正をさせていただいたところです。それ

と資格要件等につきましては、当然国家資格等につきましても、要件

等もとっておいていただく業務もあるし、そういうところも考慮させ
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ていただき、金額設定等もさせていただいたという状況です。 

以上です。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

          質疑がないようなので、これをもって質疑を終決いたします。 

          本７件は総務企画常任委員会に付託をいたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１２ 議案第９１号 安芸高田市国民健康保険税条例の 

一部を改正する条例 

日程第１３ 議案第９２号 広島県と安芸高田市との間におけ 

る特別児童扶養手当認定等事務の事務委託に関す 

る規約の締結について 

◯松 浦 議 長   日程第１２、議案第９１号、安芸高田市国民健康保険税条例の一部

を改正する条例の件及び日程第１３、議案第９２号、広島県と安芸高

田市との間における特別児童扶養手当認定等事務の事務委託に関する

規約の締結についての２件を一括して議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議案第９１号と議案第９２号の提案理由について説明を申し上げま

す。 

 最初に議案第９１号、安芸高田市国民健康保険税条例の一部を改正

する条例についてです。本件は、国民健康保険税の徴収にあたり、平

成２０年度より特別徴収として年金から徴収できるよう、制度改正が

なされたため、本市における必要な条例の改正を行うものです。 

 次に議案第９２号、広島県と安芸高田市との間における特別児童扶

養手当認定等事務の事務委託に関する規約の締結についてです。本案

は、広島県と安芸高田市との間における特別児童扶養手当認定等事務

の事務移譲に関し、協議を行うことについて地方自治法第２５２条の

１４第３項において準用する同法第２５２条の２第３項の規定により、

議会の議決を求めるものです。 

 特別児童扶養手当の認定の事務につきましては、現在安芸高田市に

おいて既に受付事務は行っておりますが、県からの事務権限移譲によ

り、認定等の事務を受託するものです。本市が受託する事務の内容は、

特別児童扶養手当の受給資格の認定、支給及び支給の制限等の事務権

限となっております。 

 以上、２議案についてよろしく審議の上、議決をいただきたいと思

います。 

◯松 浦 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

          これより質疑に入ります。 

          質疑はありませんか。 
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           〔質疑なし〕 

◯松 浦 議 長   質疑ないようなので、これをもって質疑を締結いたします。 

          本２件は、文教厚生常任委員会に付託をいたします。 

          この際、１１時５分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前 １０時５０分 休憩 

午前 １１時０５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯松 浦 議 長   それでは休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１４ 議案第９３号 安芸高田市川根ゆず加工施設設置 

及び管理条例 

日程第１５ 議案第９４号 安芸高田市芸術農園「四季の里」 

農園施設設置及び管理条例 

日程第１６ 議案第９５号 安芸高田市農林業振興センター設 

置及び管理条例 

日程第１７ 議案第９６号 土地改良事業計画概要について 

【深瀬地区】 

日程第１８ 議案第９７号 字の区域の変更について 

【地籍調査事業】 

日程第１９ 議案第９８号  字の区域の変更について 

【田草川地区３工区】 

◯松 浦 議 長   日程第１４、議案第９３号、安芸高田市川根ゆず加工施設設置及び

管理条例の件から日程第１９、議案第９８号、字の区域の変更につい

て、田草川地区３工区までの６件を一括して議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議案第９３号から議案第９８号までの提案理由について、説明を申

し上げます。 

          最初に、議案第９３号、安芸高田市川根ゆず加工施設設置及び管理

条例についてです。 

          本案は、合併前の旧高宮町において、平成１６年に建設されており

ました、川根ゆず加工施設ついて、安芸高田市に引き継ぐ際、条例整

備に漏れがあったため、このたび、改めて制定をするものです。 

 次に、議案第９４号、安芸高田市芸術農園四季の里農園施設設置及

び管理条例についてです。 

          本案は、合併前の旧八千代町において、平成１３年に建設されてお

りました、芸術農園四季の里の農園施設部分について、安芸高田市に

引き継ぐ際、条例整備に漏れがあったため、このたび、改めて制定を

するものです。 
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 次に、議案第９５号、安芸高田市農林業振興センター設置及び管理

条例についてです。 

          本案は、合併前の旧向原町において、平成５年に建設されておりま

した、農林業振興センターについて、安芸高田市に引き継ぐ際、条例

整備に漏れがあったため、このたび、改めて制定するものです。 

次に、議案第９６号、深瀬地区の土地改良事業計画概要についてで

す。 

          本案は、安芸高田市甲田町において、平成２０年度から団体営ほ場

整備事業深瀬地区としての事業実施をしてまいります、土地改良事業

計画について、計画概要を定めるため、土地改良法第９６条の２、第

２項の規定により、議会の議決を求めるものです。 

 次に、議案第９７号、地籍調査事業に伴う字の区域の変更について

です。 

本案は、安芸高田市高宮町来女木の一部において、平成１７年度に

実施した地籍調査事業により、字の区域に変更が生じたため、地方自

治法第２６０条第１項の規定により、議会の議決を求めるものです。 

          次に、議案第９８号、田草川地区３工区に係る字の区域の変更につ

いてです。 

本案は、安芸高田市高宮町において、平成１２年度から県営経営体 

育成基盤整備事業田草川地区として実施してまいりましたほ場整備事

業について、事業実施に伴い、字の区域に変更が生じたため、地方自

治法第２６０条第１項の規定により、議会の議決を求めるものです。 

          以上、６議案について、よろしく審議を賜りたいと思います。 

◯松 浦 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

          これより質疑に入ります。 

          質疑ありませんか。 

           〔質疑なし〕 

◯松 浦 議 長   質疑はないようなので、これをもって質疑を終結いたします。 

          本６件は、産業建設常任委員会に付託をいたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２０ 議案第９９号 平成１９年度安芸高田市一般会計 

補正予算（第３号） 

◯松 浦 議 長   日程第２０、議案第９９号、平成１９年度安芸高田市一般会計補正

予算（第３号）の件を議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   本案は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ、２億４，

６３２万９千円を追加いたしまして、予算の総額を２０４億６，４５

７万９千円とするものです。 

          平成１９年度の安芸高田市の一般会計の補正予算の歳入につきまし
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ては、使用料及び手数料が６０万円、国庫支出金が３３１万７千円、

財産収入が１，１０８万２千円、寄附金１００万円、繰入金７，９９

２万２千円、諸収入３，９８６万６千円、市債１億６，７５０万円を

それぞれ追加し、市税６６３万９千円、分担金及び負担金２３万９千

円、県の支出金が５，００８万円をそれぞれ減額するものです。 

          歳出につきましては、議会費を８１万８千円、総務費を２，８２９

万７千円、民生費を ３，２２６万６千円、衛生費を６，９７３万８

千円、商工費３１２万３千円、土木費を１億４，０６４万６千円、教

育費２４０万２千円をそれぞれ追加し、農林水産業費２，３４４万８

千円、消防費２５１万３千円、災害復旧費が５００万円、それぞれ減

額するものです。 

          次に、債務負担行為の補正ですが、第２次後期高齢者医療制度電算

システム改修費用として、平成１９年度から平成２４年度の期間で、

限度額６，５００万円の債務負担を設定するものです。 

          また、地方債の補正につきましては、その借り入れ限度額を、２６

億３，４６０万円と定めるものです。 

          以上、よろしく審議を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際担当部長から要点の説明を求めます。 

政策推進部長 田丸孝二君。 

○田丸政策推進部長   それではまず、本日人材派遣切り替えに伴う一般会計補正予算の資

料を机上に配布をさせていただきました。本来ならば、前もってご提

供申し上げるところですが、遅くなりましたことをまずお詫びを申し

上げたいと思います。と同時にこの件につきましては、説明の最後の

方でご説明を申し上げたいと思います。 

 初めに、このたびの補正予算について、補正の議案書とあわせてお

配りをしております、平成１９年安芸高田市議会１２月定例会、補正

予算議案説明資料によりまして予算の概要をご説明いたします。 

まず資料の１ページをお開きください。 

          会計別予算の状況です。 

一般会計の補正額は、２億４，６３２万９千円を計上しております。

補正後の累計額は２０４億６，４５７万９千円となり、前年同期と比

べますと、８８．９％で、１１．１％の減となっております。このた

び、一般会計のほかに、その下に掲げておりますように１１の特別会

計の補正も計上しているところです。 

次に一般会計の補正の状況ですが、２ページをお開きください。 

一般会計の歳入の予算です。 

今回の補正予算におきましては、増額する費目は、１４款の国庫支

出金、１６款の財産収入、１８款の繰入金、２０款の諸収入、２１款

の市債などが増額をしていまして、１款の市税、１５款の県支出金な

どが減額しております。 
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次に３ページですが、これは歳出です。 

２款の総務費、３款の民生費、４款の衛生費、８款の土木費などが

増額し、６款の農林水産業費、９款の消防費などが減額しております。 

主な増減概要を記載しておりますが、歳入歳出補正の要点説明につ

きましては、後ほど、予算書の事項別明細書によってご説明させてい

ただきたいと思います。 

４ページをお開きをいただきたいと思います。 

一般会計の性質別の経費を款、項別に掲げております。このたびの

補正は、人件費が２，８０４万６千円の増額で、来年１月からの人材

派遣委託の組替え、雇用形態の変更によりまして、非常勤職員の報酬

を増額するものです。扶助費は７８４万９千円の減額で、療養援護費、

児童手当等の支給対象者等の確定見込みによる減です。 

物件費は３，５７１万３千円の減額で、人材派遣委託の雇用形態の

変更による委託費の減、それに伴いまして一部臨時職員に変更による

賃金の増が主なものです。 

維持補修費は１，５２３万７千円の増額ですが、火葬場、市営住宅

等の施設維持補修費、及び、道路維持のための補修費の増額によるも

のです。 

補助費等は５，７８９万７千円の増額ですが、前年度の国県の補助

負担金の精算返納金及び単独補助助成金の増によるものです。 

積立金は１，０８４万１千円の増額ですが、基金運用利子の増によ

るものです。 

貸付金は８万１千円の増額で、教育費の市の奨学金の増です。 

繰出金は２億１，６１７万円の増額で、そのうち、下水道事業の過

疎債の振替分に伴います繰出金が１億７，４９０万円となっておりま

す。 

普通建設事業費は３，３３８万１千円の減額で、農林、土木事業費

の精算見込みによる減が主なものです。 

災害復旧事業費は５００万円の減額で、過年度の林業施設災害復旧

費の精算見込みによるものです。 

続きまして６ページをお開きをいただきたいと思います。 

６ページにつきましては、性質別経費の用語の解説をしております。 

７ページは、節別の補正額を掲げております。 

このたびの補正につきましては、人材派遣業務委託の雇用形態を１

月から変更いたすことから、１３節の委託料から、１節の報酬及び７

節の賃金に振替措置をするということです。 

中段の１３節の委託料の補正額７，６２３万６千円の減額のうち、

右の欄に記載しておりますけども、補正額の適用欄ですが、人材派遣

業務委託を７，８６４万４千円減額し、１節の報酬に、月額非常勤報

酬として３，９４４万７千円を追加し、７節の賃金に２，８８９万３

千円を追加しております。なお、このたびの賃金の補正には、職員の
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産休、それから長期病気休暇に伴う代替賃金も一部含まれております。

また、非常勤、臨時職員の直接雇用による、社会保険料としまして、

４節の共済費に２，２００万円を追加しております。それと連動して、

歳入の諸収入に、非常勤職員、臨時職員の社会保険料の個人負担分が

生じてまいりますけども、その徴収金を１，０００万円、計上してお

るところです。 

８ページ、９ページは、節を款別に区分した補正額の一覧を掲げて

おります。 

以上で説明資料の説明は終わりまして、予算書の方をご覧をいただ

きたいと思います。 

予算書の１０ページをお開きをいただきたいと思います。歳入です

が１款の市税、１項の市民税は、１目の個人市民税を７，０００万円

減額し、２目の法人市民税を５，０００万円増額するものです。 

２項の固定資産税、１目の固定資産税は１，０３０万円の増額をい

たしますが、土地分が７３０万円を減額し、償却資産にかかわる税を

１，７６０万円、増額するものです。 

２目の国有資産等所在市町村交付金ですが、これは旧日本郵政公社

分の変更で５６万１千円の増です。 

４項の市町村たばこ税は４８０万円を増額するものです。 

下段１１ページの、５項の入湯税は２３０万円を減額するものです。 

１２款の分担金及び負担金、１項の分担金、１目の農林水産業費分

担金２３万９千円の減額は、事業費の確定見込みに伴う受益者分担金

の調整分です。 

１３款の使用料及び手数料、１項の使用料、６目の土木使用料は、

６０万円の増額ですが、道路占用料の増額です。 

１２ページをお開きをいただきたいと思います。 

１４款の国庫支出金、１項の国庫負担金、１目の民生費国庫負担金、

３２０万４千円の増額は、それぞれの事務事業費の執行見込みによる

もので、社会福祉費負担金を６１０万３千円増額し、児童福祉費負担

金を２８９万９千円減額するものであります。 

２項の国庫補助金、１目の民生費国庫補助金、５３万４千円の減額

は、障害者自立支援給付事業費の精算見込みによる、地域生活支援事

業費等補助金の減が主なものです。 

３目の土木費国庫補助金、６４万７千円の増額は、市営住宅の整備、

管理等に伴う地域住宅交付金の増が主なものです。 

下段の１３ページにまいりまして、１５款の県支出金、１項の県負

担金、２目の民生費県負担金、６６５万３千円の増額は、それぞれの

事務事業費の執行見込みによるもので、社会福祉費負担金を４０７万

３千円、児童福祉費負担金を２５８万円をそれぞれ増額するものです。 

２項の県補助金、１目の総務費県補助金１２０万４千円の増額は、

地籍調査事業費の執行見込みによる補助金の増です。 
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２目の民生費県補助金１８万１千円の減額は、民生費関係の事務事

業費の精算見込みによるものです。 

４目の農林水産業費県補助金１，１９４万９千円の減額は、事業費

の執行見込みによるもので、１節の農業費補助金を２９３万８千円増

額し、次１４ページにまいりまして、２節の林業費補助金を１，４８

８万７千円減額いたすものです。 

５目の災害復旧費県補助金２５７万５千円の減額は、過年度の林業

施設災害復旧事業費の確定による補助金の減額です。 

６目の教育費県庫補助金５２万３千円の減額は、放課後子ども教室

推進事業費の精算によるものです。 

３項の委託金、１目の総務費委託金２，６３４万３千円の減額は、

選挙執行費の精算による委託金の減です。 

３目の土木費委託金１，６３６万６千円の減額は、県道改良維持費

の執行見込みによる、道路橋梁費委託金の減が主なものです。 

下段の１５ページにまいりまして、１６款の財産収入、１項の財産

運用収入、２目の利子及び配当金１，１０８万２千円の増額は、預託

金利の上昇に伴い、それぞれの基金の運用利子を増額するものでござ

います。ちなみに年利が０．２％が０．４６％程度に上昇したことに

伴うものです。 

１７款の寄附金、１項の寄附金、２目の指定寄附金１００万円の増

額は、広島県森林公社からの寄附金で、林業振興関係に充当するため

の指定寄附金を計上するものです。 

１６ページをお開きをいただきたいと思います。 

１８款の繰入金、１項の特別会計繰入金は、総額６，８９２万２千

円の増額で、各下水道事業、水道事業特別会計等の平成１８年度分の

繰出金の精算によるものです。 

下段の１７ページにまいりまして、３項の基金繰入金、１目の財政

調整基金繰入金は５００万円を財源調整として増額するものです。 

４目の地域振興基金繰入金は６００万円の増額で、基金利子の増に

よりまして基金運用益相当額を増額し、地域振興事業費に充当するも

のです。 

２０款の諸収入、２項の市預金利子は、８７万７千円の増額で、歳

計現金の預金利子の上昇に伴う増です。 

５項の雑入、４目の雑入３，８９８万９千円の増額は、人材派遣委

託の雇用形態の変更に伴う、非常勤、臨時職員の増により個人負担分

の社会保険料徴収金、１，０００万円の増、また、美土里町の旧小学

校跡地整備事業に充当いたします、宝くじ助成金２，９４０万円の増

が主なものでございます。 

１８ページをお開きをいただきたいと思います。 

２１款の市債、１項の市債、１目の総務債２，１９０万円の減額は、

美土里町の旧小学校跡地整備事業に伴う財源を、一部宝くじの助成金
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を充当することから市債を減額するものです。 

４目の農林水産業債２，１９０万円の減額は、農林関係の事業費の

精算見込みに伴う減です。 

５目の土木債２，３６０万円の増額は、道路整備事業費の増額に伴

う起債の増です。 

下段の１９ページにまいりまして、６目の消防債１，４６０万円の

増額は、県の防災無線整備事業負担金に充当する起債を増額するもの

です。 

８目の特別会計繰出債、１億７，４９０万円の増額は、下水道事業

に充当いたします特別会計で借り入れる起債の一部を、一般会計で借

り入れる過疎債に振り替えるものです。 

１０目の災害復旧債１８０万円の減額は、農林災害復旧事業費の精

算見込みによる減です。 

続きまして歳出ですが、２０ページをご覧をいただきたいと思いま

す。 

このたびの補正につきましては、事務事業の執行見込みに伴う事業

費の仮精算・予算整理を１２月で行うということでしております。ま

た、職員給与費につきましては、人事院勧告に伴う職員等の給与の改

正及び各種手当の調整等をしております。なお、職員給与費等につき

ましては、４４ページ、４５ページに給与費の明細書を掲げておりま

すので、ご覧をいただきたいと思います。 

初めに、２０ページの１款の議会費８１万８千円の増額は、人件費

の増額が主なもので、１８節の備品購入費４６万１千円の増額は、議

会傍聴用のイス１０席、テレビモニター２台の導入費を計上したもの

です。また、７節の賃金４０万円の増額は、１月から人材派遣委託費

を振り替え、雇用形態を変更して、１名の臨時職員賃金の増です。 

２款の総務費、１項の総務管理費、１目の一般管理費は２，７８０

万３千円の増額です。４節の共済費の増額は、人材派遣委託の雇用形

態の変更により、非常勤職員、臨時職員の増に伴う、１月からの社会

保険料の増です。１１節の需用費５５０万円の増額は、市の例規集の

追録等に伴う、電算の例規ネットの更新費が主なものです。１３節の

委託料２８２万４千円の増額は、職員給与の改定に伴う電算給与シス

テム改修費、通知広報発送業務委託費の増が主なものです。 

４目の会計管理費は３１万１千円の増額で、口座振替手数料の増で

す。 

５目の財産管理費は２６１万４千円の減額で、１１節の需用費、３

８万６千円の増額は、八千代町下根集会所浄化槽の修繕費です。 

下段の２１ページの１９節の負担金補助及び交付金３００万円の減

額は、集会所整備補助金の減額で、高宮町の田草集会所の改修が来年

度になったことによります減です。 

６目の基金管理費は１，０８４万１千円の増額で、基金運用利子の
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増に伴う、それぞれの基金の運用利子の積立です。 

７目の企画費は、８１万４千円の増額で、甲立駅の土間タイルの修

繕、向原駅の歩道修繕、また、甲立駅の第３駐車場発券機設置工事に

伴う案内看板等設置工事費の増です。 

２２ページをお開きをいただきたいと思います。 

１１目の行政情報処理費は１７４万１千円の減額で、１１節の需用

費１０５万６千円の増額は、電算処理費のパソコン修繕等８１万５千

円、無線アクセス、甲田基地局機器修繕費２４万１千円の増です。１

３節の委託料１，１６１万７千円の減額は、広島県市町電子申請シス

テムサービス共同運営費を当初委託料で計上しておりましたが、これ

を、１９節の負担金補助及び交付金の負担金に費目替えするものです。

１４節の使用料及び賃借料１０８万７千円の増額は、このたび、債務

負担をいたします、第２次後期高齢者医療制度電算システム開発導入

費用及び既存システム改修リース費として、平成１９年度分の費用、

１カ月分を追加するものです。なお、右の説明欄に記しております、

地域情報化推進費４８万９千円の増額につきましては、テレビの地上

デジタル放送の三次、可部基地局の可視エリアの調査委託費を計上し

たものです。 

１２目の自治振興費は２，００１万３千円の増額で、１１節の需用

費４７万７千円の増額は、エコミュージアム川根の照明機器、浴槽制

御盤の修繕料です。 

１３節の委託料４０万円、１５節の工事請負費６００万円の増額は、

旧生桑小学校プール解体、駐車場整備工事費を計上したものです。 

１９節の負担金補助及び交付金１，３１３万６千円の増額につきま

しては、財団法人八千代町開発公社職員の中途退職者２名の退職に伴

います、当該団体に退職積立金の留保がないことから、退職金の補て

ん措置として、財政支援をいたすものです。 

１３目の地籍調査費、６３４万１千円の減額は、事務事業の執行見

込みに伴う予算整理です。 

次に下段の２３ページにまいりまして、２項の徴税費、１目の税務

総務費、９２７万８千円の増額は、職員給与費の増額で税務職員の時

間外勤務手当７７０万円の増額が主なものです。７節の賃金７９万円

は、確定申告用の事務補助臨時職員の増です。 

２目の賦課徴収費１，６８１万４千円の増額は、税源移譲に係る税

制の改正に伴う、市県民税電算システムの改修委託費、１，７６１万

５千円の増額が主なものです。その他、人材派遣の雇用形態の変更に

伴い、人材派遣委託費を１３２万１千円減額し、賃金２名分、７７万

円を増額しております。 

３項の戸籍住民基本台帳費は、２８万７千円の減額で、主なものは、

人材派遣の雇用形態の変更に伴い、賃金２名分７７万円を増額いたし

たものです。 
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２４ページをお開きをいただきたいと思います。 

４項の選挙費、１目の選挙管理委員会費６万４千円の減額は、職員

人件費の減です。 

３目の選挙執行費、４，６９０万８千円の減額は、選挙執行経費の

予算整理です。 

５項の統計調査費７６万７千円の増額、及び、下段の２５ページの、

６項の監査委員費９６万３千円の減額は、職員給与の調整です。 

３款の民生費、１項の社会福祉費、１目の社会福祉総務費は７６０

万３千円の増額で、７節の賃金、５０万７千円の増額は、向原支所職

員の産休に伴う代替賃金の増です。 

２８節の繰出金、５６８万６千円の増額は、国民健康保険特別会計

への繰出金の増です。 

２目の障害者福祉費は９４４万９千円の増額で、委託料、補助金、

及び、２６ページにまいりまして、２０節の扶助費の減額につきまし

ては、自立支援事業費の実績見込みによる予算整理です。２３節の償

還金利子及び割引料１，４０７万１千円の増額は、平成１８年度の自

立支援関係の国県補助金の精算返納金です。 

３目の老人福祉費は４３５万９千円の減額で、１３節の委託料、１，

０９６万円の減額につきましては、老人保護措置費の実績見込みに伴

う予算整理が主なものであります。 

２３節の償還金利子及び割引料２０１万５千円の増額は、平成１８

年度の介護保険の低所得者利用負担軽減事業費補助金の精算返納金で

す。 

２８節の繰出金４５４万１千円の増額は、老人保健、介護保険、介

護サービス特別会計への繰出金の増です。 

５目の社会福祉医療公費負担事業費４２８万１千円の減額は、事務

事業の執行見込みによる予算整理が主なものです。 

６目の人権推進費７６万円の増額は、職員の長期病気休暇に伴う、

臨時職員の賃金の増額です。 

７目の人権会館費９万３千円の増額は、人材派遣委託の雇用形態の

変更に伴い、委託料を減額し、たかみや人権会館及び八千代人権福祉

センターの臨時職員賃金を増額するものです。 

下段の２７ページにまいりまして、９目の社会福祉施設費３５０万

円の増額は、市の養護老人ホーム高美園の施設の新たな水源確保のた

めの水源調査委託費を計上するものです。 

２項の児童福祉費、１目の児童福祉総務費、５千円の増額は、児童

施設の下水道使用料を増額するものです。 

２目の保育所費は、３０４万２千円の減額で、主な増減理由は、人

材派遣の雇用形態の変更によるもので、１３節の派遣業務委託料を４，

８００万円減額し、１節の報酬に３，７８６万９千円、７節の賃金に

５３０万円を、それぞれ増額するものです。非常勤特別職は、保育士、
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５８名、給食調理員１５名、栄養士１名の計７４名分で、臨時職員は、

調理員補助９名、事務員１名、代替保育士６名、代替調理員５名の併

せて２１名、総計９５名分です。 

３目の児童手当費１９２万円の増額は、児童手当支給対象者の見込

み増によるものです。 

２８ページをお開きをいただきたいと思います。 

４目の児童扶養手当費５６０万９千円の減額は、特別障害者児童手

当支給対象者の見込み減によるものです。 

５目の児童福祉医療公費負担事業費１３万１千円の増額は、前年度

事業の確定に伴う、県補助金の精算返納金です。 

６目の児童福祉施設費は４６８万８千円の増額で、母子生活支援施

設入所者の増加に伴う入所委託費の増が主なものです。 

下段の２９ページにまいりまして、３項の生活保護費、１目の生活

保護総務費は、５万１千円の減額で、事務事業の精算見込みに伴う予

算整理です。 

２目の生活保護扶助費２，１４５万９千円の増額は、前年度の生活

保護費国庫負担金の精算返納金です。 

４款の衛生費、１項の保健衛生費、１目の保健衛生総務費４６３万

４千円の減額は、職員給与費の減で、１０月１日付の機構改革に伴う

人事異動によりまして、１名が介護サービス特別会計へ移行したこと

によるものです。２目の健康づくり推進事業費９５万８千円の減額は、

人材派遣委託の雇用形態の変更に伴う、栄養士２名の派遣委託費２０

０万円の減、１節の報酬１０２万円の増が主なものです。 

４目の環境衛生費は７，６６７万１千円の増額で、１９節の負担金

補助及び交付金、９８２万３千円の増額は、飲用水施設整備補助金と

して、水道・井戸整備助成金、２５件分を増額するものです。 

２８節の繰出金６，６８４万８千円の増額は、飲料水供給事業、簡

易水道事業特別会計繰出金の増額及び一般会計過疎債の振替に伴い浄

化槽整備事業特別会計への繰出金を増額いたすものです。 

３０ページをお開きをいただきたいと思います。 

６目の火葬場費２０６万３千円の増額は、蓬莱苑の主要炉バーナー

修繕料及び甲田火葬場の維持修繕工事費、１５７万５千円の増額が主

なものです。 

２項の清掃費、２目のし尿処理費３４０万４千円の減額は、人材派

遣委託の雇用形態の変更に伴う、委託料４１９万円の減、３名分の臨

時職員賃金、１６６万円の増が主なものです。 

下段の３１ページにまいりまして、６款の農林水産業費、１項の農

業費、１目の農業委員会費１４万円の減額は、人材派遣委託の雇用形

態の変更に伴うもので、委託料５４万円の減、１名分の臨時職員賃金

４０万円の増です。 

２目の農業総務費は１，１６２万６千円の増額で、農業集落排水事
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業特別会計への繰出金、１，０１８万９千円の増が主なものです。 

３目の集落営農推進費は９５万３千円の減額で、右の説明欄の中山

間地域等直接支払事業費、１９７万７千円の増額につきましては、前

年度の県補助金の精算返納金として、２３節の償還金利子及び割引料、

１９８万７千円の増が主なものです。 

説明欄の営農支援事業費３７５万円の増額は、集落型農業生産法人

育成事業として、甲田町小原地区への集積面積の増加による補助金の

増額、３６０万円の増が主なものです。 

説明欄の農地・水・環境保全向上対策事業６６８万円の減額は、実

施地区、１２地区の確定に伴う、補助金の減額です。 

４目の農業生産支援費は６０万円の増額で、７節の賃金５８万８千

円の増額及び１３節の委託料、４５万円の減額につきましては、人材

派遣業務委託の雇用形態の変更によるもので、高宮町のレインボーフ

ァームの臨時職員賃金２名分です。 

１９節の負担金補助及び交付金４９万２千円の増額は、パイプハウ

ス建設助成金の増額が主なものです。 

５目の畜産振興費４６万１千円の減額は、強い農業づくり交付金、

桑田の庄機械導入整備費助成金の確定によるものです。 

６目の農村整備費は２，２０９万６千円の減額で、水利施設等維持

管理費の事業の精算見込みに伴う、設計委託、工事請負費の減額で、

１９節の負担金補助及び交付金、１，６８２万６千円の減額につきま

しては、県営事業の実施見込みに伴う、工事負担金の減が主なもので

す。 

３２ページをお開きをいただきたいと思います。 

２項の林業費、１目の林業総務費６４万６千円の増額は、職員人件

費の調整です。 

２目の林業振興費は６４３万２千円の増額で、１１節の需用費１６

万８千円の増額は、エコビレッジ川根のトイレ、ドア、空調修繕料の

増です。 

１３節の委託料５３６万１千円の増額は、有害鳥獣捕獲委託料を増

額するものです。１９節の負担金補助及び交付金９０万３千円の増額

は、森林整備地域活動支援交付金事業の実績見込みに伴う補助金の増

です。 

３目の造林事業費、４５１万３千円の減額は、分収造林事業等の事

業量の精算見込みに伴う予算整理です。 

４目の林道整備事業費、１，４５８万９千円の減額は、林道整備事

業費の精算見込みに伴う、設計、工事請負費の予算整理で、３３ペー

ジにまいりまして、１９節の負担金補助及び交付金、２９０万１千円

の増額につきましては、作業道開設補助金の増です。 

５目の治山事業費は、地方債の調整に伴う財源組替です。 

７款の商工費、１項の商工費、１目の商工総務費１１３万２千円の
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増額は、職員人件費の調整です。 

２目の商工業振興費７３万５千円の増額は、八千代フォルテ、新規

入店に伴う、空調機等の維持修繕工事費の増です。 

３目の観光費は１２５万６千円の増額で、１１節の需用費７３万５

千円の増額は、ＪＲ向原駅前の観光案内看板の破損修繕料及び観光パ

ンフレットの増刷・印刷製本費の増です。１３節の委託料、５０万円

の増額は、郡山公園管理業務の増に伴う、管理委託費の増です。 

３４ページをお開きをいただきたいと思います。 

８款の土木費、１項の土木管理費、１目の土木総務費は１２９万８

千円の減額で、職員人件費の調整及び土木管理費の事務事業の精算見

込みに伴う予算整理です。 

２項の道路橋梁費、１目の道路橋梁総務費３９万８千円の増額は、

道路照明修繕料の増による、１１節の需用費６２万円の増が主なもの

です。 

２目の道路維持費は１，５０７万１千円の増額で、市道の維持修繕

工事費を１，９００万円増額し、除雪委託費を１，０００万円増額す

るものです。除雪委託費につきましては、県の指導により、本年度か

ら委託方式が変更となりました。過去３年平均の降雪量により、当初

契約をすることとなったことによる費用の増です。なお、実際の支出

においては、精算方式により実績支払いとなります。 

３目の道路新設改良費は、２２２万円の減額で、道路改良事業費の

事業量の実績見込みに伴う予算調整でございます。 

３６ページをお開き願います。 

３項の河川費、１目の河川総務費１４２万２千円の減額及び３目の

砂防費４０万９千円の減額は、河川、砂防事務事業の精算見込みに伴

う予算整理です。 

４項の都市計画費、１目の都市計画総務費３４万８千円の増額は職

員給与費の調整で、１１節の需用費１６万円の増額につきましては、

都市計画用途図面の増刷印刷費の増です。 

２目の公共下水道費、１億２，８９０万６千円の増額は、公共下水

道事業及び特定環境保全公共下水道事業特別会計繰出金の増で、その

うち、下水道事業の過疎債振替に伴う、過疎債分の繰出金は１億２，

７５０万円です。 

下段の３７ページにまいりまして、５項の住宅費、１目の住宅管理

費は、１２７万２千円の増額で、住宅修繕費として、１１節の需用費、

１６０万円の増額が主なものです。 

２目の住宅建設費は、事業の執行見込に伴う費目の組替えです。 

９款の消防費、１項の消防費、１目の常備消防費は２６５万７千円

の減額で、３８ページにまいりまして、職員人件費の調整と、７節の

賃金７６万円の増額と、１３節の委託料、１１５万円の減額につきま

しては、２名分の人材派遣業務の雇用形態の変更によるものです。 
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３目の消防施設費、６万５千円の増額は、江の川・河川の被災水位

表示板７カ所の設置経費を計上するものです。 

４目の災害対策費、７万９千円の増額は、災害危険箇所表示図・ハ

ザートマップをカラー印刷とすることから、印刷製本費を１２５万９

千円増額し、作成委託費１１８万円を減額するものです。 

１０款の教育費、１項の教育総務費、２目の事務局費は２４３万５

千円の減額で、主な増減につきましては、１３節の委託料の人材派遣

委託費を減額し、１節の報酬に、非常勤職員報酬として５５万８千円、

また、７節の賃金に、臨時職員賃金として、９１３万８千円を増額す

るものです。雇用形態の変更は、学校給食等に従事する職種で、非常

勤職員は、栄養士１名、臨時職員は、給食調理員、８名、調理員補助

５名、給食搬送１名、代替調理員７名、給食事務員３名、寄宿舎調理

員１名、寄宿舎調理員補助２名、寮母１名、寮事務員１名の臨時職員

２６名、合計３０名の雇用形態の変更です。 

２０節の扶助費９５万６千円の増額は、小中学校の就学援助対象者

の増に伴う、就学援助費の増です。 

下段の３９ページにまいりまして、２項の小学校費、１目の学校管

理費は３２万２千円の減額で、事務事業の予算整理によるもので、１

１節の需用費１２万７千円の増額は、漏水による小田東小学校の水道

代の増額です。 

３項の中学校費、１目の学校管理費は５９万８千円の増額で、４０

ページにまいりまして、１３節の委託料２３万５千円の増額は、１月

からの美土里中学校スクールバスの試行運転に伴う、運転業務委託費

の増です。 

１９節の負担金補助及び交付金、１１万７千円の増額は、通学助成

対象者の見込み増による通学助成金の増です。 

４項の幼稚園費４万８千円の増額は、職員給与費の調整です。 

５項の社会教育費、１目の社会教育総務費は９８６万２千円の増額

で、下段の４１ページにまいりまして、７節の賃金８３４万７千円の

増額は、人材派遣の組替えによる、図書館司書６名、司書補助７名、

事務員２名、八千代の丘美術館２名、向原公民館２名の合計１９名分

の賃金の増です。なお、美土里体育センターの５名分の人材派遣委託

については、１月から施設の維持管理を含め、委託業務方式といたす

ものです。 

１５節の工事請負費６５万３千円の増額は、美土里町山村開発セン

ター屋根修繕、甲田町小原集会所修繕工事費の増です。その他の減に

つきましては、社会教育施設管理費の予算整理によるものです。 

２目の生涯学習推進費８０万８千円の減額及び４目の公民館費６７

万６千円の減額は、事務事業の執行見込みに伴う予算整理です。 

６目の国際交流費１１万５千円の増額は、国際交流受け入れ事業の

消耗品などの需用費の増です。 
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７目の文化芸術振興費２８万円の減額及び８目の文化財保護費３０

万６千円の減額は、事務事業の執行見込みに伴う予算整理です。 

４２ページをお開きをいただきたいと思います。 

６項の保健体育費、１目の保健体育総務費３６万８千円の減額及び

２目のスポーツ振興費６５万３千円の減額は、職員人件費の調整、各

事務事業の精算見込みに伴う予算整理です。 

３目の学校給食費は、２３７万３千円の減額で、職員人件費の調整

が主な減額理由で、増額した費目、１１節の需用費３１万８千円の増

額は、向原学校給食センターの移動キャスター等備品の修繕料の増で

す。 

１３節の委託料２２万円の増額は、吉田給食センターの給食配送業

務の実績見込みによる委託費の増です。 

１８節の備品購入費９万９千円の増額は、向原学校給食センターの

台車購入費を増額するものです。 

下段の４３ページにまいりまして、１１款の災害復旧費、１項の農

林水産施設災害復旧費、３目の林業施設災害復旧費５００万円の減額

は、過年度の林業施設災害復旧費の精算見込みによる予算整理です。 

もとに返っていただきまして、６ページをお開きをいただきたいと

思います。 

債務負担行為の補正ですが、本年９月に、第１次の後期高齢者医療

制度電算システム改修費用として、制度改正に伴う老人保健、国民健

康保険システムの改修費などの債務負担行為を設定させていただいて

おります。 

このたびは、第２次後期高齢者医療制度電算システム改修費用とし

て、平成１９年度から平成２４年度を期間として、後期高齢者医療制

度関係システムソフト・パッケージ一式、また、関係システム導入及

びシステム改修費用として、限度額６，５００万円の債務負担を設定

いたすものです。 

続きまして、下段の７ページですが、地方債の補正です。 

総務事業債を２，１９０万円減額して、６億９，９８０万円に、農

林水産事業債を２，１９０万円減額して、１億８，５００万円に、土

木事業債を２，３６０万円増額して、３億９，８４０万円に、消防事

業債を１，４６０万円増額して、４，９７０万円に、特別会計繰出債

を１億７，４９０万円増額して、２億２，７６０万円に、災害復旧事

業債を１，８００万円減額して、１億１，８２０万円とし、補正後の

借入限度額を２６億３，４６０万円とするものです。 

それでは本日配布をさせていただきました、人材派遣の切り替えに

かかわります補正予算の資料につきましては、昼からご説明を申し上

げたいと思います。 

○松 浦 議 長   説明の途中ですが、この際１３時まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 
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午後 ０時０９分 休憩 

午後 １時００分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯松 浦 議 長   それでは休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

          引き続き要点説明を求めます。 

          総務企画部長 新川文雄君。 

○新川総務企画部長   それでは補正の内容があったわけですが、補足的な説明につきまし

てご説明をさせていただきたいと思っています。 

          今回の補正予算につきましては、人材派遣から直接雇用という切り

替えに伴います補正の組み替えをさせていただいております。一般会

計の予算状況です。委託料を減額し、報酬、賃金、共済費に組み替え

を行っております。結果的には不足分といたしまして、２７４万６千

円をこのたびの補正額とさせていただいております。このたびの補正

におきましては、雇用形態の変更によりまして、先ほどご説明しまし

たように、人材派遣から非常勤特別職員に７７名、また臨時職員へ９

７名、美土里町体育センター派遣職員５名の業務委託としまして、合

計１７９名の雇用形態を直接に移行をさせていただいたものです。 

          お手元に配布させていただいております説明資料に基づきまして、

高杉総務課長の方から内容につきまして、ご説明をさせていただきま

すので、どうかよろしくお願いします。 

○松 浦 議 長   引き続き説明を求めます。 

          総務課長 高杉和義君。 

○高杉総務課長   失礼をいたします。 

          それでは資料に基づきまして、説明をさせていただきます。 

          まず１ページ目ですが、基本的な予算の流れを書いてあります。つ

まり委託料を減額しまして、報酬、賃金、共済費に組み替えておりま

す。その関係で補正額といたしまして、２７４万６千円をお願いをし

ているものです。 

          ２ページから４ページにかけましては、補正予算の経費を款項別に

掲げております。このたびの補正ですが、雇用形態の変更によりまし

て、人材派遣から非常勤特別職に７７名、臨時職員へ９７名、美土里

体育センターの派遣職員５名につきましては、業務委託とし、合計し

ますと１７９名の雇用の形態が移行するというものです。 

          最初に支出の部ですが、２ページです。委託料を減額し、報酬へ組

み替えたものは保育所費では、保育士５８名、栄養士１名、調理員１

５名、合計７４名分の３，７８６万９千円。健康づくり推進事業費で

は、栄養士２名分の１０２万円。社会教育費の事務局費では、美土里

小学校給食調理場の調理員１名分。５５万８千円で３つをあわせます

と７７名、３，９４４万７千円の増額となっています。 

          続きまして、委託料を減額し賃金へ組み替えたものは、２ページか

ら３ページにかけて掲載をしております。賃金への組み替えに該当す
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る臨時職員は９２名で、２，９９４万３千円を増額をしています。 

          続きまして、委託料の減額についてですが、３ページから４ページ

にかけて掲載をしています。７，８６４万４千円を減額をしておりま

す。 

          ４ページの下段の方をご覧いただきたいと思います。 

          共済費を２，２００万円増額しておりますが、これは直接雇用に伴

う社会保険料等の増額であり、その内訳は、このたびの人材派遣から

切り替えに伴うものが約１２０名あります。１，８９５万４千円。既

に雇い入れている既雇用者分の補正が約６０名分で、３０４万６千円

です。 

          以上が支出の内訳であり、合計１，２７４万６千円となっておりま

す。 

続きまして５ページをご覧ください。 

          収入についての説明です。このたびの人材派遣から切り替えに伴う、

個人負担分の社会保険料の徴収金と、既雇用者の個人負担分の社会保

険料徴収金がありまして、個人負担額の計算根拠はここにお示しをし

たとおりですが、人材派遣から切り替えに伴う徴収金が約９４２万６

千円。既雇用者からの徴収金が約１４７万３千円で、これを合計しま

すと１，０８９万９千円となりますが、このたびの補正では人員等の

異動等も考慮して、１，０００万円を計上をしております。 

続きまして６ページから７ページをお願いします。 

施設別雇用人数とその内訳を掲載しております。６ページにおきま

しては、施設別の雇用人数を示しておりますが、臨時職員９７名、非

常勤職員７７名、委託職員５名の詳細につきましては、７ページの方

で示しているところです。①の人材派遣期間から②の直接雇用への切

替時には、２０名の増員となっております。この２０名の内訳ですが、

保育所の保育士が１７名、事務員として２名、図書館の司書補助が１

名です。 

続きまして８ページをお願いします。 

一般会計における人材派遣からの切り替えに伴う事業費の予測を示

しております。まず左から現予算額２億８，６８２万９千円。続きま

して４月から１０月までの派遣料の実績額１億５，８８２万３千円。

続きまして１１月から１２月の派遣料の予測額、５，０４０万２千円。

続いて１月から３月の直接雇用いたします期間の人件費、９，０３５

万円を見込んでおり、したがいまして平成１９年度の事業費は２億９，

９５７万５千円を見込んでおるところです。 

その下の収入ですが、５ページで説明しておりますとおり、個人負

担金の社会保険料の徴収額１，０００万円を見込んでおり、以上差し

引きしますと、不足額２７４万６千円をこのたびの補正でお願いする

ものです。 

以上で説明資料に基づきます要点の説明を終わります。 
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○松 浦 議 長   以上をもって要点の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

          １番 明木一悦君。 

○明 木 議 員   人材派遣等の今回の大きな補正予算にかかわる内容について、ひと

つお伺いしたいと思います。 

          このたび市長が合併１年も経たないうちにまず、このことに関して

は、大太刀をふるってやらないといけないと、それは臨時職員を委託

業務に変えるということでやられました。その後に問題が発生して、

それが１８年だったと思いますけど、見直しをかけないといけないと

いう話で、派遣業務に切り替えられたわけです。 

次はまた内容に対して、臨時職員という形で雇用形態を変えていく

と。３年間の間に最初、臨時雇用されていた職員の方がいろんな形で

振り回される結果になっているのではないかと思います。そのあたり

で辞められた方もいらっしゃいますし、精神的な不安を抱えて、今も

非常に悩まれている方もいる。聞くところによると、今回の説明につ

いても非常に心を感じられないような説明の仕方もあったようなこと

も聞いております。そういう中で、なぜそんなに、また今回もこの時

期において、これを出してこられたのか、非常に補正予算という中で、

やる中においてはこの内容自体が、これまでは総務企画常任委員会の

中でも、非常にこれを取り上げて議論をしてきましたし、また予算委

員会等においてもこの問題については非常に議論してきたわけです。 

ここでやるに当たっては、３回の質問しかないということなので、

非常に厳しい中でこれを対応しなければいけない我々の立場もあると

思います。そういう中において今回、非常勤職への切り替え、また臨

時職員、委託職員というふうに分けられるのですが、なぜこれをこの

時期にしないといけないのかということについてまずお伺いします。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          総務企画部長 新川文雄君。 

○新川総務企画部長   確かにご指摘いただきますように、こうした雇用体系のあり方につ

いて一昨年の状況におきましても、議員の皆さんの方からご指摘をい

ただいて、ある程度の方向性としては、先ほど来説明をさせていただ

きましたように、１７年の４月からこうした臨時職員なり非常勤職員

の任用適正化を図るために、一部的には業務委託制度ということで、

本市の場合も導入をさせていただきました。導入当初については、ご

承知いただいておりますように特段な問題もない状況で順調に進んで

おったのではなかろうかと考えております。 

ご指摘いただきました、昨年の夏以降、新聞紙上等も非常に報道さ

れましたような大手民間会社等を中心に、偽装請負の報道がなされた

わけです。こういう状況の中で、本市におきましてもそうした公共事

業の一体の中で、そうした偽装の請負があるのではなかろうかという
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ことで、労働局等の指導検査も受けさせていただきました。 

昨年来もこうした業務委託につきましては、大新東と市の地域振興

事業団、ご説明、資料説明提示をさせていただいて、そうした方向性

も見出していただけるということで今日こさせていただいたとおりで

す。 

再三にわたりまして、労働局等とも協議を重ねさせていただきまし

たけども、やはり内容的に派遣というのが、３年の年数があるわけで

す。今回このような時期ということでご指摘をいただいておりますが、

スタートさせていただいて、本年がちょうど３年になるという状況で

す。できるだけ早く直接雇用し、次の方法という状況を検討すべきで

はないかということで、１２月２８日付でこうした派遣という方法を

一たん切らせていただきまして、１月から３カ月間のクーリングオフ

の制度を直接雇用ということで、取り組みをさせていただいていると

いう状況です。 

以前もご指摘いただいておりますように、保育士等の職員の体系の

あり方、このことにつきましても行財政改革の一環の中で、取り組み

をさせていただいておりますけども、現状の中におきましては、本日

提案をさせていただいておる制度が、市としての取り組むべきベター

な制度ではないかというように考えております。 

どちらにいたしましても現状の職員を採用すればこれは解決できる

わけです。そうした保育士等の採用というのも多様の状況でもありま

すし、そうは言いましても本市の５３２の合併、その後、ある程度退

職には及びますけども、補充の体制はとっておりません。市長の方も

１００人の削減という状況なので、そうした一番対応ができる雇用の

安定も考えた形の中で、今回ある程度の整理をさせていただいている

という状況です。 

やはり日額的な形だけの報酬額の方法でもありましたし、今回につ

きましては、報酬の是正というのも基本的には考えさせていただいて、

労働者の雇用の安定をということも重要視をさせていただいたという

状況です。 

基本的に今回１２月を補正もさせていただいておりますけども、や

はり１月からは直接雇用を今回させていただくわけですが、全員をあ

る程度、臨時職員また直接的な非常勤という方法の中で、この体系を

とらさせていただきたいと考えている状況です。 

以上です。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          １番 明木一悦君。 

○明 木 議 員   しかし、この施策については、非常に短期間で決められて、その中

でやられてきたと。また今回も短期間でこれを切り替えられていこう

とされています。市長にお伺いするところですが、この施策について

は、市長が先ほど言われましたように、これは大太刀を振るうのだと、
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どうしても理解してもらわないといけないと。財政健全化へ向けての

第一歩なのだということで、これを進められて、今回また戻すという

ことは今度は負担増になってきているわけです。確かにそのときの議

論においては、雇用の確保またそれに対する負担、派遣社員に変わっ

ていくということで非常に、そういう心の負担なり、給料的な金銭的

な負担も理解をしてもらいたいということでされましたけど、今回こ

うしてまた入れた形でまた今度はこういう形の体系に戻していくとい

うことが、今度はまたいつ戻されるのかなと、派遣にされるのかなと

いう、不安を抱えている方もたくさんいらっしゃいます。そのあたり

どのようにお考えで、そういうふうな職員を振り回されているのか、

また今回の対応については３年間というのです。派遣の期間というの

がありますが、実際にはこれが始まったのが今年の初めからだったと

思いますが、まだ余裕があるわけで、もう少し検討をした上でされた

方がいいのではないかなということも考えられるわけです。本当にこ

れが実際にいいのか。今回派遣職員についてからこれを切り替えるこ

とによって、２０名の職員増にもなっているわけです。そのあたりど

のようにお考えなのか、また今回派遣社員から非常勤、臨時職員に変

えることによって、勤務時間が変わると考えられますが、労働時間が

減る、それは一日の労働時間が例えば８時間で派遣されてくるものに

対して、非常勤職については、一週間３５時間という規定があると思

います。そのあたりはどのように対応されるのか、そのままでやって

非常勤職、今まで派遣職員として８時間やってきて給与体系もそれな

りのものを８時間ということでやられていた。それが、今度は臨時職

員になることによって３５時間になるということは、時間給は減るの

ではないかなというふうに考えられるのです。そのあたりの対応をど

のように考えられるのか、また仕事の内容についても４０時間で対応

できて、もしかしたらできないこともあったかもしれない。それを削

減することによって、本当に仕事が全うできるのか、そのあたりどの

ようにお考えなのか伺います。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   安芸高田市も合併して一番大きな課題が財政改革であり、行政改革

で、本当にスリムな行政体にしなければいけないということが、一番

大きな課題であったわけです。そういうことで、この保育士について

は、これはうちだけやったわけではなく、全国各地で大新東からの派

遣をもらって運営をしていると、この方が財政的には非常に助かると

いうことで、それに飛びついたわけですが、私自身としては合理化の

方法としては、この方法は誤ってはいないと考えるわけですが、ご存

知のように、途中で偽装請負とかそういう問題が発生して、この大新

東の派遣が問題になったという経過があります。それで、安芸高田も

行政機関からもそういう指導を受けて、今まで論議をしましたように、
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それでは１２月からは新しい形での大新東とは縁を切ってやるという

ことで、今大新東とは縁を切って新しい勤務体制を考えたわけです。

これがただいま申し上げておりますような勤務体制で、これは４月ま

での予算でありますが、４月以降新年度についても、このことはかえ

って非常勤特別職と事業団からの派遣ということで、身分的には前よ

りは安定をしてきたと思います。ただご存知のように非常勤特別職と

いうのは、３０時間という規制があります。そうすると、３０時間で

は一週間が一日空くという問題があるので、その空いたときには、ま

た替わった職員を穴埋めに使わないといけないという問題が出るわけ

です。ここらの問題の解決はまた担当部長の方から話をしていきたい

と思いますが、私はこの大新東の問題を改めることによって、この雇

われる職員の身分を私は前より安定していったと思いますし、もらう

手当の方も下がってはいないと考えていますので、それでは誤ったこ

とをしたではないかと言われるところもあると思いますが、その当時

は全国各地でこのようなことが行われていたので、我々もこれは正し

いと思ってやったことですが、いわゆるその後、一般の会社の請負等

も一緒になって出たために改善をせざるを得ないということで、私は

いい方向に改善をさせてもらったと考えております。 

○松 浦 議 長   引き続き答弁を求めます。 

          総務企画部長 新川文雄君。 

○新川総務企画部長   確かに非常勤職員にしますと、週３０時間の体系になるわけです。

そうした関係で非常に問題もあるという、１０時間分の不足分という

ことがあるわけですが、やはり保育現場等につきましては、週３０時

間または４週間で１２０時間という状況もあるわけですが、現在でも

雇用の中では、早出遅出また臨時職員そういう状況の中で、扶養の中

で働かれる職員の方もいらっしゃいますし、そういう状況の中で、そ

この園の中で勤務体系ができるような形のものを描いていただく方法

になるのではないかと思っております。そうした形の中で、正規な職

員に変わります非常勤職員としての報酬額等の位置づけもとらせてい

ただき、保育の現場で対応していただきたいという考え方を持たせて

いただいております。 

          それとこのことにつきましては、関係部局等の内部の調整もあるわ

けですが、やはり大新東からまた直接雇用、地域振興事業団からの直

接雇用、それぞれ各職場、部局、現場の方で、それぞれの責任者と市

の職員の方で説明会等も開催させていただいて、引き続き身分移管を

していただいて、対応していただくということで我々もお願いをさせ

ていただいているという状況です。 

          それともう一点、もう少し時間をかけてもいいのではないかという

ご指摘をいただいておりますが、本市が取り組みましたスタートライ

ン、業務委託的な範囲の考え方が、労働局の指導範囲の中に派遣的な

要素であるという認識をとっている関係で、１９年度の半ばにおいて
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そうした形のものも含み、年数の中に入れさせていただいているとい

うことで、できるだけ早くそうした是正措置をとらせていただくとい

う方法で今回とらせていただいたということです。 

          以上です。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

          １７番 今村義照君。 

○今 村 議 員   ６ページの表によりますと、臨時職員が９７名という形で示されて

います。これは本来ここ３年、合併後どういったような状況できてお

るのかというのがまず１点と。それと臨時職員のあり方の問題だろう

と思うわけです。本来なら臨時職員というのは、法律の上では、採用

する範囲が決められているわけです。これによると、当市の場合は常

用化しているのが現状です。そこには明らかに私は地方公務員法の違

反もあるかと思いますが、そのためにそこの組織の中で臨時職員とし

ての事務のあり方等について、どういうふうに根本的にお考えになる

のか。 

それと社会保険料の負担ですが、臨時職員はそれらの中に入ってい

るのかどうか、そこの現状についてご説明をお願いしたいと思います。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に対して答弁を求めます。 

          総務企画部長 新川文雄君。 

○新川総務企画部長   先ほどの臨時職員等につきましては、高杉課長の方からご説明をさ

せていただきます。 

○松 浦 議 長   引き続き答弁を求めます。 

          総務課長 高杉和義君。 

○高杉総務課長   ６ページの資料で臨時職員９７名と書いてありますが、基本的には

その前の平成１９年の１２月２８日までの派遣職員が１５９名という

ことですから、この程度の職員が臨時職員として常駐化しておるとい

うことです。市の方針としては、退職した職員につきまして、正規の

職員としての補充はされないわけですからそこの部分に臨時職員等で

入っていただいて、仕事をしているということですし、また保育所と

か学校給食現場におきましては、その職場につきましては、必ず退職

をされた職員にかわって臨時の職員を雇用しているという実態にあり

ます。 

          それから社会保険料ですが、当然派遣の中には、社会保険料は組み

込まれております。したがいまして、今度、市の方で直接雇用すると

いうことになると、うちの予算の科目でいいますと、４節の共済費の

中に社会保険料、雇用保険料等も含まれているというふうな対応にな

っています。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          １７番 今村義照君。 

○今 村 議 員   実際的には常用化されているというのがよく理解できるわけですが、
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このことによってこれからの臨時職員及び非常勤職員については、こ

れは永遠の課題がずっと残ると思うわけです。いくら表面的な仕組み

を変えたところで、根本的な解決にはならない。本当の意味での行政

改革にはならないと思うわけです。そうすると一部の自治体でもされ

ている民営化とか民間活用とかの方向でないと、このことは本当の意

味での合理化につながらないと思うわけですが、そのための施策とし

てそういうお考えがあるのかどうか、あるいは業種別に特にこの分野

については、そういったことが早急に考えられるというようなお考え

があれば、お聞きをしたいと思います。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   ご指摘のように一番やはり問題は、人件費をどのように節減するか

ということが、どこでも財政改革の大きな課題であります。今、正規

の人件費だけでも４２億、２百億の中で４０億を出ておるわけです。

したがってここをどのように節減するかということが今後の課題であ

るわけです。したがって今ご指摘のように民営化という方法も大きな

選択肢の一つであろうと思いますし、職員が減ったからそれを全部全

員臨時職員でやったのでは、これは合理化にはならないということで

す。したがって、正規の職員というのは、８００万～９００万、保険

料も入れれば年間費用はかかるわけです。ここをどのように節約しな

がらご指摘のように臨時の職員でやるか、あるいは民間委託をするか

ということが、今からの改革の中での課題でありまして、現在のとこ

ろは最小限の臨時職員でやらせてもらいたいということでやっていま

す。これも行政改革の一環としてご理解を賜りたいと思うわけで、ご

指摘のようにこれは非常勤特別職で対応するか、臨時で対応するか、

民活で対応するかというのは、今後の大きな課題でありますので、た

だいわゆる民活にしても指定管理者にしてもなかなか本来の指定管理

の目的は達成できていないというので、やっぱり指定管理はしたが、

費用は今までと同じように要ったという問題がありますので、そこら

を改革をしていく今後の課題だろうと思います。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

          １９番 岡田正信君。 

○岡 田 議 員   関連になるかと思いますが、やっぱり合併して４年目なので、私は

素人なりに思うのが、各町が保育所だけに限って言いますと、３歳以

上の子どもは６人に１人の保育士が要るというような関係で、これが

６つ一緒になったら、例えば６５人というように一緒になったときに

は、６人に１人おるときは、７人要るわけですよね。そういう端数の

問題もひとつあると思います。足し算でいけば。どうしても１人確保

しないといけないというような場合もあるでしょうし、私はこの大新

東に民間委託した経過は確かにその当時の流れがありましたから、そ
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れが指摘されてこういう方向に向いたということは、私はいい方にい

くのではないかと思います。公共施設を臨時職で対応するということ

は、原点にまた立ち戻ったのですから、指摘されて、我々もそれを目

が覚めたというところもあります。ただ保育所の関係とか学校の問題、

いろいろあります。それを一律に考えるのはちょっと私の考えではい

きつかないのではないですか、同じ臨時職でも。というのは、教育部

門はせんだって問題が違いますけども、少年自然の家の問題を傍聴さ

せていただきましたけども、あの点でも教育というのはどういうこと

にしっかりとした理念があるのか。市として、市教育委員会として。

保育所にしてはどういうもとで保育所をするのかと。高齢者の問題は

また別ですが、年寄りの問題にしても福祉の問題でも、その部門部門

で、職員さんはそれなりにノウハウを持っておられると思いますが、

そこの軸足がきちっと整理されないと、市長が先ほど今村同僚議員に

答えられましたけど、合理化一本でやれば市が財政的に助かるか。こ

れだけでいったのでは私は悲しいと思いますが、どうですか。私の質

問がよく熟知されないかもわかりませんが、部門部門で要は、一律に

考えるべきではないと思いますがいかがですか。 

○松 浦 議 長   ただいまの質問に答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   学校教育の問題は、これは教育委員会の管轄であり、学校の統廃合

をそれを考えるかという問題もありますが、基本的には学校の統廃合

をして一番得をするのは国と県なのです。これは人件費が助かる。市

が人件費を払うのではないので、この間も庄原は６校、これは小規模

校が非常に多いようですが、うちの方はそれほどの小規模校はないと

いうことでありまして、庄原の市長さんがおっしゃるのは、統合した

がそれ以上に市費を持ち出さないといけないと。例えば通学助成やバ

スで通わすとかいう費用が今まで使っていた市費以上によく要ると。

月給が少なくて済むので助かったのは県と国だけだと。そういうこと

で私は前から統廃合というのは、特に小中学校の統合は慎重にやらな

くてはいけないと、本当に市のためになるかということと、やっぱり

子どもの教育は本当にどうなるかということを基本に考えなくてはい

けない。ただ保育所の場合は、全部まるごと人件費も何もかかってく

るという問題があります。最近はゼロ歳児を預けられる人が随分増え

ました。新しく今年できた保育園でもゼロ歳児が多いために、ゼロ歳

児というのは３人に１人ですか、保育士が要るのです。保育士ばっか

りたくさん要るのだと。そういうような状態が今、現に起こってきて

います。したがって、将来的にはやはり子どもの数が減ってきている

ので、将来いつかの時点では統廃合ということを考えて合理化する必

要があろうと思いますが、まだそこまでは私は、ちょっと考えないと

いけないのではないかと考えています。 

          それからもう１点は何でしたか。 
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○岡 田 議 員   福祉の問題にしても、教育の問題にしても、一般職の行政の臨時職、

臨時職と全部一つに考えてはいけないのではないか。同じように。 

○児 玉 市 長   それは核になるところはやっぱり正規の職員がやらないといけない

ということでありまして、職員の中の仕事を分析してみれば、ある程

度経験があればこれは臨時的職員でもできるという部署があるわけで

す。ある町では今日は臨時が休んでいるから答弁ができないというと

ころもあったわけで、臨時の方が詳しいところもあるわけです。そう

いうことでやはり財政的な合理化を考えながら臨時と正規の職員をう

まく組み合わせるというのが、今後の工夫の仕方であろうと思います。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          引き続き１９番 岡田正信君。 

○岡 田 議 員   私の質問の仕方が悪かったのかもしれませんが、その部門部門で結

局臨時職の考え方を行政の一般職の臨時職の場合と、今言われたよう

に職員のグループのコミュニケーションで、臨時の職員にはこういう

仕事を、いつ変わっても臨時で対応できるような、これは市職員全体

で考えてもらわないといけない問題だと思います。ただ私が言いまし

たのは、保育所は市が持っていますから最終的に専門の職員の、教育

なら教育に携わるという理念で臨時職をつけるのか、保育所には保育

所としての仕事が、どれだけ大事かという本職員も臨時職も、今のそ

れらは思っていても執行部体制がその理念が薄かったら、薄かったら

と言ったら語弊がありますが、その理念がなかったらどういう方向に

進もうとも、市の市民が被害を被るという点から、そういう構築が大

事ではないですかと。一列一個に今日出ております分を、臨時職、非

常勤扱いだとか、民間委託に出せばいいとか、統一に考えるべきでは

ないかと私は思いますということを問うたのです。 

○松 浦 議 長   ただいまの質問に答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   全く同感で、現在でも保育所で中核になる職員はちゃんとした職員

でおりますので、さらにそれを補佐するという職員も、ほとんど保育

士の資格を持った職員であり、本来の保育の業務は臨時的職員あるい

は非常勤特別職の職員で、私は質は落ちないと考えております。 

○松 浦 議 長   答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

          １２番 青原敏治君。 

○青 原 議 員   この雇用体系の変更についてですが、当初、人的業務委託にすると

きに、これは地方自治法で抵触するからこういう方法にするよという

ことで、お話を聞いているわけですが、それがまた問題があって派遣

職員というふうな形になって、また今度はもとに戻っているような気

がします。そうするとこれは地方自治法にはもう抵触しないのかどう

か、そこらそれが一点と。それとやはりこういう人事のことについて、

かなり議論もさせてもらいましたが、やはりそこで泣いている方がお
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られるのです。その人たちのこともやはり忘れてはいけないのではな

いかという思いがしますが、そこら辺のことは考慮されて今回の雇用

体系を変えられたということがあるかないか。２点ほどお伺いをいた

します。 

○松 浦 議 長   ただいまの質問に答弁を求めます。 

          総務企画部長 新川文雄君。 

○新川総務企画部長   雇用体系のあり方ですけども、今回１２月２９日から３月３１日ま

でのこの３カ月間につきましては、直接雇用ということで臨時職員と

いう体系の中でさせていただいていることについては、ご理解をいた

だきたいと思っています。 

          当然、正規の職員で全部をすればそれは当然一番ベターな方法なの

ですが、そこの中でも非常勤職員と臨時職員とやはり人材派遣という

やはり３つのパターンの体系をとりたいという考え方で、今回は３カ

月間については直接雇用のクーリングオフをとらせていただいている

ということについてはご理解をいただきたい。 

          もう１点のこれは地方公務員法の関係のご意見と思いますけども、

当然臨時職員という任用根拠等もあるわけですが、１年間以上の常時

雇用ということになれば、そうした法的な形がありますので、それ相

当の多少の雇用期間を処置するとかいうこともあるわけで、今後のこ

うした体系をある程度、一番問題が出てくるのは、臨時職員だろうと

思っています。恒常的に１年以上絶えずずっとしていくのかというと

ころも問題もあろうと思いますが、おおむね１年以上ということにな

りますと、人材派遣という制度をとらさせていただく必要があるので

はなかろうかと思っております。 

それと今回のこうした是正をさせていただく中で、やはり一番考え

させていただいているのは、先ほど来からも意見が出ておりますけど

も、ある程度報酬の関係です。今回につきましては、非常勤職員相当

的な派遣にしましても、臨時職員等にしましても、そういった報酬の

体系をとらせていただいて、この３カ月間というものは、今まで支払

っていた報酬のものは保障して、３カ月間を雇用していただきたいと

いうような考え方で整理をさせていただいたところです。 

以上です。 

○松 浦 議 長   １２番 青原敏治君。 

○青 原 議 員   答弁になっていないです。もう１回答弁してもらってください。 

○松 浦 議 長   総務企画部長 新川文雄君。 

○新川総務企画部長   補足的なことにつきましては、高杉課長の方から説明をさせていた

だきたいと思います。 

○松 浦 議 長   引き続き答弁を求めます。 

          総務課長 高杉和義君。 

○高杉総務課長   まず最初に今回の取り扱いですが、地方公務員法には抵触しないの

かということですが、基本的には抵触をいたしません。今の労働派遣



 41 

法の関係で、平成１７年の４月から私どもの市の方が委託しておりま

した臨時職員の対応等につきましては、労働局の方から人材派遣に当

たるということで、３年の期間が設けられたということです。したが

いまして、平成１７年から３年といいますと、２０年の３月３１日と

いうことです。その派遣法によりますと、その場合には、３カ月と１

日のクーリング期間を置くということで、今答弁をさせていただきま

したように、少し半年ばかり早めにそれをクーリング期間をとらせて

いただいたということです。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          １２番 青原敏治君。 

○青 原 議 員   もう１件は答弁をいただいていませんが、今聞きますと地方公務員

法には抵触しないと、それではなぜ業務委託にしたり派遣業務にした

りしてきたわけですか。私はそこが聞きたいのです。抵触しないのだ

ったら、今までどおりでもよかったのではないかという思いがします

が、そこら辺はどうなのですか。これは増元副市長にも私は話をした

ような気がしますが、行財政改革の一環としてこういうことをさせて

もらうのだと聞いて、しぶしぶではありますが納得した経緯があるの

です。そのときもやはりそこで辞められた方等々のことも話をさせて

いただきました。そういう人たちのことを配慮されたのかといっても

先ほども質問をしましたが、その答弁もないし、そこらあたりをもう

一度答弁をしていただきたいと思います。 

○松 浦 議 長   ただいまの質問に答弁を求めます。 

          副市長 増元正信君。 

○増元副市 長   合併初期の平成１７年に職員の変更を行ったわけですが、そのとき

の我々の一番の問題意識というのは、旧町来からそういう取り組みが

あったわけですが、いわゆる臨時職員として年間雇用であったり、月

額雇用であったりということで、保育士の資格を持っておられる方、

そのほかにもあったわけですが、そういう方を雇用していくという。

ある町によっては臨時的な３カ月分のボーナスを出したりというよう

な雇用形態がありました。そこらを統一したいということがひとつあ

りましたし、年間雇用で同じ人を何年間も続けて雇用するということ

については、地方公務員法上の違法行為であるということがありまし

た。非常勤特別職として位置づけて、週３０時間で臨時的な任用につ

いてはこれは地方公務員法の範囲でしたけども、我々の運用というの

はそれを少し逸脱いたしまして、年間雇用で同じ職員を継続的に正規

職員と同じように雇用するということがありまして、それは地方公務

員法上問題があるということで、これは大新東なり事業団等の民間の

方に身分を移管していただいて、そうであれば一種の継続雇用ができ

るのではないかと、それでもって各職場に派遣のような形で来ていた

だくと、業務の一部をやっていただくということで、それならクリア

できるなという問題意識がありまして、そういう方法をとらせていた
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だきました。 

          今回先ほど部長が申しましたように、非常勤特別職、週３０時間の

雇用、それに加えて臨時職員の雇用。これは継続雇用はやはり難しい

と思いますので、職種によりましては、いろいろ変えていかなければ

ならないのではなかろうかと。それに加えまして人材派遣、これは３

年間のひとつの限度があるということで、ここらの３つの形態をうま

く組み合わせて、また働く方もそれぞれのニーズがあり、自分は扶養

に入っているとか、週の何時間しか働けないとかいう、多様なニーズ

があるわけなので、そこらを働く方の立場からもまた我々雇用する方

の立場からも適切な運用ができればということで考えております。 

          これから公共サービスをやっていく上で、やはり多様な雇用形態と

いうのは、私は必要であろうと思いまして、今後地方公務員法等の改

正も視野には入っているようですけども、現行法の中では非常に正規

職員でやるべきだという地方公務員法の精神がありますので、そうで

なかったら臨時的な職務に対しては臨時的な雇用形態をしなさいと、

そうでなかったら正規の職員でやるべきだというひとつの法の精神が

あるわけです。そこはやはり人件費の問題もあるし、様々な観点の中

からお互いに最良の方法を探っていこうというのが、平成１７年、合

併来からの安芸高田の取り組みであろうと思っております。そういっ

た意味で３つの形態があるということは、職場によってですが、職種

によって同じ保育士さんでも非常勤特別職の方もいれば臨時的な職員

もおられるという、そういう組み合わせでもって職務を成り立たせて

いこうという努力の方を、ぜひともご理解をいただきたいと思います。 

          それとこれまで雇用の形態が不安定であるということも我々も何度

もお聞かせをいただいておりますし、民間の雇用形態になったという

ことは、非常に疎外されたというふうな心情的なこともお聞きをして

おります。そういったことを含め、やはり今回直接雇用を基本にさせ

ていただきますので、給与形態も含めて改善をし、これまでいろいろ

働く立場の皆さんからはいろいろ不安定な思いをしていただいたわけ

ですが、保育なりそれぞれの業務の主旨をご理解いただいて、一緒に

やらせていただきたいということで、今回も改めてお願いをさせてい

ただいておるところです。 

          以上です。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

          ６番 川角一郎君。 

○川 角 議 員   今副市長の方から大体私が尋ねたいことについては、おおむねまと

めをされたようですが、先ほどからいろいろ意見が出ておりますよう

に、非常にこのことにつきましては、ひとつの財政の問題もあります

し、そして相手が百７、８０人というのが、これによってかなり精神

的にも左右されるという非常に大きな問題であろうと思うのです。で
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すが、時代の流れで、よかれとやったことが、いろいろな法律やある

いは考え方によって修正されるということがありますので、それに基

づいて今まで市は対策をされたというふうに認識をしております。こ

のことが今後また１２月からこのような形態に変わってくるというこ

とですが、どの企業においても、やはり一般職の職種とそして臨時あ

るいはそのような関係で雇わなければならないというのは、発生して

いると思うのです。そこらを考えてみたときに、やはり財政というこ

とを考えれば、当然さっきありましたように一般職が辞めた場合には、

ある程度一般職でなければいけない仕事がある。穴があいたという場

合には、やはり臨時職で対応する必要もあるのではないかと思うわけ

です。 

          さっきもありましたように、本人も正職では働けないけど臨職なら

お世話になりたいというのもかなりの人がいるわけです。子育てとか

家庭環境によってです。そこらをこの中でどのように対応していくか

ということで、やはり市の雇用体系の中でも非常にそこらが必要だろ

うと思います。臨時関係、非常勤含めてです。ですからさっきからも

ありますように、やはり制度はいろいろ変わってくるとは思うのです

が、市の財政なり、長期にわたっての見通しを立てながら、そこらの

取り扱いといいますか、あり方というのを考えていかなければ、ちょ

っとしたひとつの改選によって、また変えるということになると受け

る方としては、非常に大きな痛手になってくるということがあります

ので、そこらのかっちりした方向づけといいますか、大変難しいこと

ではあると思いますが、市だけの問題ではない、どこでもこれはある

と思いますが、そういうことでここらの今後の見通しといいますか、

そこらの考え方について、お伺いをしたいと思います。 

          以上です。 

○松 浦 議 長   ただいまの質問に答弁を求めます。 

          副市長 増元正信君。 

○増元副市 長   行政を運営する上で、職員の定数なり資質はどうあるべきかという

ことが、大きな今後の行政運営の課題であります。現在市長も方針と

して出されておりますように、住民千人当たりの職員数といったよう

な指数もあるわけで、住民千人当たり安芸高田の場合は１３名だった

ですか。これは全国的なモデルの中での話ではありますけども、１０

名が一種の理想であろうと、中山間地域も含めまして、もっともっと

低いところもあるわけですが、安芸高田の場合は千人当たり職員数１

０名というふうなひとつの指標が目標になるのではなかろうかという

ことがあります。ただそこに行くまでには、いきなりは行けないので、

合併時の職員数よりも百名を目標に掲げていこうではないかというこ

とを今やっておるわけです。そうなりますと、これまでの様々な業務

を正規職員でやっておりました。保育所もそうですし、様々な分野が

そうです。ただ、それを見直していかなければいけないということで、
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これは知恵と汗を出せば当然できるのではなかろうかと思います。で

すから、完全に民間にお願いをする民間委託や指定管理という方法も

あるでしょうし、市が直営でありながらもそういった非常勤特別職の

皆さんなり、非常勤職員の皆さんに協力をいただいてやる業務、ある

いは、上下水道等々、包括的民営化というふうなことも議論をされて

おります。保育所もそうでしょうし、給食センターもそういった議論

があり、民間の力をいかに取り込んでいくかということが、これから

の行政運営のひとつの課題になるのではなかろうかと。そうしないと

４２億円の人件費というのは、減っていかないであろうと思いますし、

現在４５０名くらいの職員とそれからこの非常勤の２００名近い職員

が動く中で、行政サービスが行われており、これをもっともっと全体

的に見直していくということは、必要なことではなかろうかと思いま

す。今回非常勤特別職と臨時職員、派遣、業務の委託、指定管理、こ

ういった今考えられる制度を最大限活用して、新年度へ向けて取り組

んでいきたいと思っております。 

          以上です。 

○松 浦 議 長   これで答弁を終わります。 

          質疑の途中ですが、１４時２０分まで休憩いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ２時０６分 休憩 

午後 ２時２０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯松 浦 議 長   それでは休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

これより質疑を受けます。 

質疑ありますか。 

６番 川角一郎君。 

◯川 角 議 員   先ほど答弁をいただきましたが、やはり基本になるのはちょっと話

も出ていましたが、これからの財政を考えた場合には、やはり早い時

点である程度の見込みをつけてその施設の統廃合ということが一番で

はないかと。今日のこの一般会計の補正とは直接関係はないのですが、

これを論じるときにはそこらが一番原点になってくるのではないかと

思いますし、これからの運用の仕方といいますか、正職員そして臨時、

お互いに仕事の分野によって非常にそこらは使い分けといったら悪い

ですが、役割というのがおのずから違っておりますので、そこらは十

分見極めながら対応をいただきたいということと、一つちょっとわか

りにくいですが、７ページの方でありまして、４月１日までは派遣と、

そしてこれから３カ月は今のような体制でやっていくと、また２０年

４月１日からまた派遣に返していくよというこの７ページの表ではそ

のような表現になっておるわけなので、そこらがわかりにくいので、

いきさつといいますか、それをわかりやすく説明をしていただきたい

と思います。 
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          以上です。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質問に答弁を求めます。 

          総務課長 高杉和義君。 

◯高杉総務課長   議員ご指摘のように施設の統廃合も含めまして、この７ページにお

示しをしておりますように、平成２０年の４月以降の雇用の体系につ

きましても、それを少し配慮したような形での考え方をさせていただ

いております。 

 基本的には保育所につきましては、引き続き施設の統廃合を早急に

するというよりも、もう少し子どもの数相当を把握していこうという

ことで、市の直営の方式をとりたいと考えております。 

学校給食調理場ですが、これは２年後には給食センター化するとい

うような流れになっていますから、それに対応すべきその期間の雇用

体系を考えたものです。 

図書館等につきましては、吉田の中央図書館とそれぞれの町にあり

ます図書館とのネットワークづくりといいますか、図書のあり方、そ

の方につきましてもう少し雇用体系も含めて、運営をどうしていくの

かということを議論する必要があろうというような形で、引き続き今

派遣にしていきたいと考えております。 

業務的に例えばレセプトでありますとか、社会体育施設におきまし

ては業務委託ということで、丸投げをすると言っていいですか、投げ

出しても対応できるであろうというふうな形。社会施設そのものも今

のところ市の事業団の方で管理していただくような形の中で整理でき

ないかというふうなことを考えております。  

          以上です。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ６番 川角一郎君。 

◯川 角 議 員   ちょっとわかりにくかったのですが、派遣社員にこだわるわけでは

ないですが、やってきたがこれは無理なんだということで、３カ月返

して今度４月からいくということは、説明がありましたが、それでは

その１２月２８日までにやったのが、ちょっとは知っているわけです

が、大新東の関係等もあって問題があるので整理するということでは

ありますが、今度の派遣先、そこらの考えは今から協議されるだろう

と思いますが、そこらの今までと今度の派遣のあり方についての考え

方といいますか、そこらは十分整理ができるわけでしょうか。そこが

わかりにくかったので、以上です。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質問に答弁を求めます。 

          総務課長 高杉和義君。 

○高杉総務課長   平成１７年４月１日時点で、業務委託というふうな形で基本的には

請負形式ですが、その形態を保育所でいいますと大新東。それ以外の

給食センター等につきましては、市の地域振興事業団という２つをつ

くりましたのは、市の地域振興事業団の方がノウハウと言っていいで
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しょうか、経験がないというふうな意味も含めまして、大新東に習う

と言っていいですか、やり方等も参考にしながらということがありま

した。しかし、この３年が近づいてくるということで、その分につき

ましては、一定の整理ができるのではないかということで、これにつ

きましてもどの団体へ業務委託をするかということについては、年が

明けて２月の中ごろまでには、決定をしていきたいと考えております。

そういうふうな形でクーリング期間を置きながら再度派遣を使ってい

くということですから、この繰り返しは非常に市の行政としても望ま

しくないという判断はしております。したがいまして、２０年４月以

降の３年間で一定の方向等を考える必要があろうかと考えております。 

          以上です。 

◯松 浦 議 長   答弁を終わります。 

          補足説明の答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君 

◯児 玉 市 長   この派遣職員については、大新東との関係でいろいろ問題があった

ときに、議員の皆さんもこれは地元の地域振興事業団へさせた方がい

いのではないかというようなお話もありまして、基本的には今後の派

遣は、地域振興事業団にお願いしたいというように考えております。 

◯松 浦 議 長   答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

          １６番 山本三郎君。 

◯山 本 議 員   ３０ページの火葬場についてお伺いします。 

          火葬場で補正が蓬莱苑が４１万円、甲田火葬場が１７０万１，００

０円と計上されておりますが、甲田火葬場についてお伺いしますが、

この甲田火葬場につきましては、過去火葬がうまくいかなかったとい

う状況があり、当事者には非常によくないことがあったわけですが、

その後いろいろ修理をされておりますが、今回のこの甲田町の１７０

万余りのものはどういうようなことなのかと思いますが、金額的にも

そう多くないので、また応急処置的なものなのか、その内容を少しお

聞かせいただきたいと思います。 

          それともう１件は、３４ページの中の土木費の道路維持費の中に、

道路維持費２，９００万円の補正で１，０００万は除雪に費用を充て

るという説明を受けましたが、あとの１，９００万はどの地域がどの

ような内容のもので道路維持の補正を組んでおられるのか、内容を少

しお聞かせ願いたいと思います。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質問に答弁を求めます。 

          市民生活部長 平下和夫君。 

◯平下生活市民部長   ３０ページの火葬場の修繕費のお尋ねですが、甲田の火葬場につき

ましては、数カ月前に途中で火が消えるといったような状況がありま

して、それを修繕はしましたけども、また先月に最初管理人の方が朝、

点検をされます。そのときに最初に火がついたわけですけど、途中で
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消えたといったことがありまして、火葬の予約が入っていましたが、

急遽よその火葬場に回してこの点検を行ったところですが、非常にそ

の故障箇所の原因というのが非常につかみにくいといったことで、前

回の場合については火葬の前段でわかりましたので、対応できました

けども、中途でしたら遺族の方に非常にご迷惑をかけます。そういっ

たことで、一部的な修繕ではなくて、バーナーの一連のユニット的な

ものの入れ替えと、これを根本的に考えるべきではなかろうかといっ

たことで、今回いずれにしても応急的な措置ではありますが、ユニッ

ト的な入れ替えと、そういった修繕を行う予定にしています。 

          以上です。 

◯松 浦 議 長   引き続き答弁を求めます。 

          産業建設部長 金岡英雄君。 

◯金岡産業建設部長   道路維持関係のご質問ですが、これは当初予算を立てるときに各支

所ごとの道路延長である程度の案分をさせていただいて、各支所で道

路維持の調整に当たっていただいているということです。大体これま

での状況が４００万から８００万程度、その状況によって違いますが、

その程度の維持費を使っていただいていると。その後昨年の災害等あ

るいは今年の大雨の中で、災害では見られないところの土砂の流出と

か、路肩の崩壊などあわせまして、今回今年度末までに１，９００万

程度要るであろうということで、予算をさせていただいております。 

          それぞれ地域の実情は違いますが、基本的には各支所の方へある程

度の配分をしながら対応するということで、あわせまして約６千万程

度は年間の維持費として要るというふうに見込んでいるところです。 

          以上です。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

          １６番 山本三郎君。 

◯山 本 議 員   火葬場につきましての今回の修理につきましては、説明を受けまし

て内容はよくわかりましたが、たびたびこういう事態が発生するとい

うことは非常に当事者にとっては何ともいえない思いがあると思いま

すので、このことについては、火葬場建設を早期にしなくてはいけな

いということが実態にあらわれていると思いますが、このことにつき

ましては、火葬場についての特別委員会という委員会ができておりま

すので、深くは入りませんが、今後こういう事態が重なるようでは、

やはり早い時期に物事を考えていかなくてはいけないと思います。 

          次に道路の維持ですが、部長が各支所ごとに考えて計画をしておる

ということですが、非常に市民の中にはやはり均衡のとれたものを求

めておられるのが、いろいろな部署にありますので、そこらを十分重

視しながらこの計画を実施していただきたいと、このように今つけ加

えて質問を終わります。 

◯松 浦 議 長   ほかに質疑ありませんか。 
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          １４番 杉原洋君。 

◯杉 原 議 員   ３４ページの道路維持費で除雪についての説明もあったわけですが、

このことについてのお願いですが、雪の降る時期を迎えるわけです。

美土里・高宮の周辺におきましては、大変な豪雪の地域です。そうし

た中で除雪の作業を速やかにできるように取り組んでおられますが、

やはり住民の方からはきれいに取ってもらいたいと。安全性を重視し

てもらいたいというふうな要望が今非常に強いわけです。 

          そしてご承知のように、そういった条件の中で通勤にしても通学に

しても一番遠いわけです。そこらあたりを県の方とも協議をなされて、

住民の願いにかなうような除雪をしてもらいたいと思います。 

          それと４０ページが中学校費におきまして、美土里中学校のスクー

ルバスを１月から運行すると挙げておられるわけです。大変ありがた

いことでありますし、これは願っておりました。今年の当初予算に挙

げてもらいたいという思いで随分時間を費やした経緯があるわけです。

ご理解をいただきまして本当に大変ありがたいと思っているわけです

が、今後、美土里中学校のスクールバスということについて、これを

定着していただきたいと私は思うわけです。このことについて、今後

の取り組みというものをどのように考えておられるのかお尋ねをする

ものであります。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質問に答弁を求めます。 

          産業建設部長 金岡英雄君。 

◯金岡産業建設部長   除雪のご質問ですが、ご質問のように冬場になりましたら特に美土

里あるいは高宮また吉田の北部の方については、大変な状況にあると

いうことは、平成１７年の末からの雪で我々も十分承知をしたわけで

す。そういう中で、県とまた市の方と一体となって除雪業務に向けて

地域の各業者の方へお願いなり、また今年度からは少し委託の方法も

県が変えるというので、そこらの統制をとりながら今各業者の方へ契

約をしているところです。そういう中で、非常に各業者の方も近年の

公共事業の減少の中で、大変厳しい環境でこういう業務に取り組んで

いただいている状況ですが、それぞれの除雪計画に基づきまして、や

っていただくように我々の方も十分お願いをしたいと思います。ただ、

一斉に除雪ができないということがありますので、やはり幹線の主要

地方道あるいは国道、また市道というところでやはり地域的な格差が

出るということもありますので、その点については十分ご承知をいた

だきたいと思います。県の方も除雪につきましては、先般説明会等を

開いて企業の方にもお願いをし、市の方も一緒にお願いをさせていた

だいたような状況なので、ご質問の主旨は機会あるごとにお伝えをし

たいと思います。 

          以上です。 

◯松 浦 議 長   引き続き答弁を求めます。 

          教育次長 益田博志君。 
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◯益田教育次長   ただいまの美土里のスクールバスのご質問の件ですが、定着をとい

うことですが、今回の補正でお願いをしましたのは、智教寺という集

落の問題がありまして、本来旧町でスクールバスを実施しておりまし

たのは小学生対象でした。美土里町にはご存知いただきますように、

中学校には寄宿舎の朝光寮がありまして、６キロ以上の通学困難な生

徒に対しては寄宿舎に入っていただいて、対応するという考えで現在

まで運用をしてきております。しかしながら、現在行財政改革の中で

も、教育費全体の中で朝光寮の問題も検討をしております。そういう

中で今後、朝光寮の問題と整理をしながら、このスクールバスの検討

を地元の保護者の方とも協議しながら検討をしていきたいと考えてお

りますので、今後の検討ということにさせていただきたいと思います。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

          １１番 藤井昌之君。 

◯藤 井 議 員   人材派遣についてもう一度お伺いしたいと思います。 

          今までの説明の中で、要は大新東と地域振興事業団この２つの業者

に対して人材派遣を求めていたと。しかしこれも今年いっぱいでいわ

ゆる非常勤であるとか、臨時職員として来年３月までやりますよと。

さらに来年４月からは一部非常勤、嘱託員を残して、後は大新東は業

務を行わないと。地域振興事業団にすべてを任せていくという、先ほ

ど市長の答弁ではそういうことになろうかと思いますが、当初の約３

年前に振り返ってみますと、保育所に関しては専門的な知識も必要だ

し、民間の今までの豊富な経験を生かしてということで、大新東の方

へ派遣業務をお願いしたと。例えば大新東の、私は肩を持つわけでは

ありませんが、当時から振り返ってみますと、いわゆるそういう専門

職の方も雇用しないといけないと。したがって社員の募集から要請か

らやってこられた経緯があります。その方が今いわゆる元大新東の社

員だった方が今度は非常勤特別職になるわけです。来年さらに引き続

いて非常勤特別職になる人もいれば、地域振興事業団へ移行してそれ

でまた派遣で来ると。私が言っていることが多分ご理解できると思い

ますが、そうなると市の行政として民間のそういうノウハウを利用し

たといいますか、言葉は適当ではないかもわかりませんが、そういっ

た企業が大変苦労されて積み重ねてこられた、そういった経緯という

ものが市としてはどのようにとらえているのだろうかという部分があ

るのです。そこらあたり少しご説明をいただければと思います。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質問に答弁を求めます。 

          総務企画部長 新川文雄君。 

◯新川総務企画部長   確かにご指摘いただきますように、こうした行財政改革の一環の中

で導入をさせていただき、我々の担当職員も先進事例を市なり町へ行

かせていただいて、そういう状況の中で取り組みをさせていただいた

状況です。 
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確かに当初のスタートラインの大新東も独立的な形の中で、実施を

されておりましたけども、２年中途等から非常に大新東自体も経営的

な環境もありますし、やっぱり分散化されたり、統合されたりという

ことで、広域的な観点で物事を整理をされておりました。非常に部門

別には幅広く実施していただき、安芸高田市のこうした委託的な方式

がスムーズに進んだということも事実であると考えております。 

これまでの経過の中で、議員さんの方からもご指摘いただきますよ

うに、当然我々も大新東の考えを全部無視してどうこうということで

は今までさせていただいておりません。十分、大新東の社員さんであ

り、雇用された形の体系の中でこういう形態の取り組みを変えさせて

いただくわけでありますので、会社と市でやはりそうした密の連携を

とらせていただいて、スムーズな移行ということの取り組みを今日現

在までさせていただいて、円満に市に対するご理解をいただいたもの

と解釈をさせていただいております。 

いろいろな大新東さんの雇用体系、非常に保育士さんの市内のエリ

アからの人員も非常に限られた形がありますので、やはり他市からも

応援ということもしていただいた、一時はあったろうかと思いますけ

ども、現状の中では、本市のそうした対応の中で現在やっていただい

ていると考えております。状況等なり先ほど課長も説明させていただ

きましたように、我々そうした保育現場におけるノウハウというのも

ある程度、正規の職員も知恵をいただいたというのは事実であります

し、こうした今回の分については、円満にご理解を得させていただい

て移行をさせていただいていると考えております。 

以上です。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

          １１番 藤井昌之君。 

◯藤 井 議 員   今、総務企画部長の方から円満にという言葉もあったかと思います

が、どうですかね、それは私が聞き及んでいるところによりますと、

大変そういう専門的な立場の職員がいないということで、ここ数年、

今、部長が答弁いただいたように安芸高田市内の中では限られて、そ

ういう人材がいないということで、周辺市町の方からも派遣をしても

らっているということもありましたし、例えば今年３歳未満児の施設

ができまして、ここは指定管理者制度をしましたけども、例えば指定

管理でやられておりますが、大新東の職員をそちらの方へ、言葉が適

当かどうかわかりませんが引き抜きということもご承知だと思います。

そういうところを行政としてどのように見られているのかなと。企業

同士だからいいという問題ではないと思います。こういうことが、例

えば市内の中で起こってくるとどうなるのだろうかと。例えば指定管

理で任せていても、そこがやっていけなかったらそれでは市の直轄と

して非常勤であるとか、臨時職員であるとか、そこらをやっていかれ
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るのかを行政の立場として公平公正な立場で見ていかないといけない

でしょうし、もしそういうようなことがあると、行政の方はきちんと

指導をすべきだろうと思いますが、そういったこともされずに今日ま

で来られた。私はその中身の実態を見させてもらったときに、こうい

ったことが果たして行政で通るのかなと。民間の大新東さんをそのノ

ウハウを約３年間来て、私は円満にそこらあたりがされているとは通

常やっぱり思えないです。その３年間の経験を踏まえて、次の地域振

興事業団へ託すと。果たして民間企業が長年の経験を持ってやってこ

られたことが、全くのわからない団体が３年間のそういうノウハウを

きちんと継承して発揮できるのかどうか。問題なければそれでいいか

もわかりませんが、やはり問題があったときにどういう対処、対応が

できるかという、そこらまで私はきちんと見ていかないといけないと

思います。 

          したがって別に私は、先ほどから申し上げているように、大新東の

肩を持つわけでもありません。しかし公平公正の目から見た場合に、

まだまだ私は安芸高田市の行財政改革の一環であるすべての課題に対

して、私は大新東のノウハウをもっともっと利用してもいいのだろう

と思っています。今までの経緯、私ももうこれ以上深くは言いません

けれども、そういったあたりのことが行政として果たしてよかったの

かどうか、このままで来年４月からまた新たなスタートを切るわけで

すが、そういったことが果たしていいのかどうかという部分について、

お伺いをしたいと思います。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質問に答弁を求めます。 

          総務企画部長 新川文雄君。 

◯新川総務企画部長   確かに３歳未満児の施設を設置させていただいて、指定管理という

状況の中でスタートさせていただきました。当然６０の定員というこ

とで、ゼロから３歳未満児の数も非常に多いということで、保育士の

採用というのを苦慮されたということは、現場の方からも聞かせてい

ただいております。そういう状況の中で、現場の方ともいろいろそう

した指定管理の制度の運用という形の中で、そこには給食業務も一部

あるわけです。そういう状況の中で保育士と給食の対応ということで、

大新東さんと協議を重ねていただいたという状況は聞かせていただい

ております。 

それと当然今保育所における保育士の職員数、派遣職員数は７８名

おります。そうした７８名の保育士さんを７４名を非常勤の対応でさ

せていただくと。その後の２１名につきましては時間数の足らないと

ころを臨時職員で１０時間分の補てん等なり、早朝なりそれと夜の対

応ということでさせていただこうということです。 

大部分の現在、大新東さんにおられる職員さんについては、非常勤

の職員さんに職の対応をさせていただきたいというように考えており

ます。７８名の中で、２１名おられるわけですが、４名の方は大新東
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さんの職員になっておられるということですが、その方も本人さんの

都合等もありまして、やはり扶養の範囲とかそこらのことについては、

十分、今の雇用体系をもとにして、スムーズに市の方への移管という

ことでさせていただいております。 

当然指定管理の施設につきましても、ある程度の連携は十分とらせ

ていただくということもありますし、給食業務につきましては、大新

東さんの方が現在も取り組まれているのではないかと考えております。 

その点については十分行政サイドも連携を密にさせていただいて、

現場が一番だろうと思いますので、そこらの点も連携をとらせていた

だきたいと思います。 

以上です。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

          １番 明木一悦君。 

◯明 木 議 員   議長。 

          まず最初にお聞きしたいのは人材関係のことですが、この期間につ

いて３カ月とされています。クーリングオフ期間ということで先ほど

から説明をいただいていますが、このクーリングオフというのがまず

意味がわかりません。何の目的でクーリングオフをする必要があるの

か。大新東から直接地域振興事業団に変えるのであれば、そこで一気

に変えても問題がないのではないかなと。特にその大新東から変える

ということは、大新東に問題があるという、先ほども何か市長の答弁

の中にあったというふうに思いますが、どういう問題があったのか、

それもはっきりわかりません。 

それが今２点ありましたけども、それから実施日ですが、なぜ年末

の３日間、土日月というのが入っているのでしょうか。１月１日から

なら１月１日、もしくは年明けの３日ぐらいから始めても問題はない

のではないかと考えますが、なぜ１２月の最終の３日間が、それも週

末、大晦日という日を加えているのか、それは意図が理解できないと

いうのがあります。 

それから当初市長が言われましたけども、市長のうたい文句であり

ました、人輝く・協働のまちづくりという中で、以前にも当初私もこ

れについてはお伺いしたと思いますが、財政行革の関係で全国的に大

新東がやったというふうに先ほど答弁いただきました。しかしその中

には全国的な例を見ると、先ほど言いましたように、協働のまちづく

りという形で、ＮＰＯを立ち上げてＮＰＯによる支援をいただいてや

っていると。その方が財政的にも非常にメリットが見られるというこ

とで、そういうことをやっている市町村も多く見受けられると思いま

す。そのあたりは検討されて、なおかつ今回のこういう形にされてい

るのかということと、もう一つ最後にやはりこういう立場に置かれた

臨時もしくは派遣の方に対して、先日は職員対応にメンタルヘルスの
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研修会を開かれたと思いますが、やはり心のケアをしてあげる必要も

あると思います。そのあたりの対応をどのようにお考えかお伺いする

ところです。 

以上です。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          総務課長 高杉和義君。 

◯高杉総務課長   それでは１点目ですが派遣の期間です。クーリングオフの期間とい

うのは、派遣法によりますと、３年の派遣ができると。引き続き派遣

を求める場合には、３カ月と１日の期間、クーリングオフの期間を置

きなさいということであります。その期間というのは、本人の申し出

によりましたらその事業所に雇用をしていただくというふうなことも

あります。そういう意味でどうしても３年よりも短い場合にもその３

カ月と１日という期間は置かなくてはならないということです。した

がいまして、市の方が大新東等に人材派遣をお願いしているわけです

から、本人の希望によりまして市の方で直接雇用をしていくというこ

とになってまいります。 

          それから第２点目。１２月２９日からの雇用になっておりますが、

これは雇用されている人の社会保険等が１２月２８日で切れます。そ

の関係で社会保険等を引き継ぐという意味でこの１２月２９日からの

雇用の形態をとらせていただいているということです。 

          それからご承知いただきますように、大新東につきましては、全国

展開をしておられまして、その平成１７年のときには、そのノウハウ

等につきましてもいろいろと説明を受けながら、この業務委託をする

ことによっての法的な問題等もクリアできるというお話はいただきま

した。そういうふうな意味も含めまして、大新東のノウハウを生かさ

せていただいている意味もあります。ただＮＰＯ等の立ち上げにつき

ましては、この市内ではなかなかＮＰＯの立ち上げが遅くて、そうい

うふうな状況にはその当時にはなっていませんし、今回考えるのには、

ＮＰＯは考えておりませんでした。それから人材派遣の派遣社員等、

職員等につきましては、大新東それから市の地域振興事業団等問わず、

その該当者に対して説明をして納得をして、理解を得ながらスムーズ

な形で、平成１７年のときにはそれぞれ事業団なり大新東なりへ移行

していただきましたし、今回につきましては、市の方に移行していた

だくというふうなことでの説明はさせていただいております。その説

明が十分かどうかということにつきましては、誠心誠意を持って、そ

の該当者に対してそこの直接雇用をしております、地域振興事業団の

方も一緒に説明をさせていただいております。そういうふうな関係で、

理解を得ているというふうな認識を現在ではしております。 

          ただメンタルヘルス等の対応ですが、これは職員には研修をしまし

たが、該当者に対しては早く気づいて対応することが、ひいては企業

の利益と言っていいですか、その仕事の能率の向上につながるという
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意味で非常に大事なことだと考えております。 

今後におきましてもそういう側面も含めながら市の方として、対応

してまいりたいと考えております。 

以上です。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

          １７番 今村義照君。 

◯今 村 議 員   ちょっと補正のことについて、数点お伺いをします。 

          まず歳入で市政の関係ですが、個人税を中心に約２千万の、個人税

は７千万合わせて税金の関係で２千万の減ということです。その現状

について今の段階でお知らせを願いたいと思います。あわせて入湯税

も２３０万の減額になっておりますが、その現状についてお知らせを

願いたいと思います。 

          次に歳入の方の関係で、１７ページの雑入ですが、自治振興課関係

雑入ということで宝くじ普及宣伝助成金が２，９４０万。それでこの

説明については、１０ページの美土里町旧小学校跡地の整備事業に充

当するというふうに聞いたつもりですが、実際、それでは美土里町の

跡地整備事業については、整備費がどのぐらいで見込まれるのかにつ

いて、ご説明をお願いしたいと思います。もし聞き間違えがあれば、

そこの関係をお知らせをお願いしたいと思います。 

          次に歳出の方ですが、２２ページの振興事業費の関係です。地域振

興支援費として６４０万。それから外郭団体補助金として１，３６１

万３千円。これらが補正されておりますが、これらの具体的な使途に

ついてもう少し詳しい説明をできればお願いしたいと思います。 

          それと２８ページの児童福祉の関係ですが、最後に子育て支援セン

ター運営費として４５１万８千円がプラスに補正をされておりますが、

実際この数字の根拠及びその効果のほどについてご説明をお願いをし

たいと思います。 

          次に農林業の方の関係ですが、有害鳥獣対策事業費として５３６万

１千円が追加補正されております。ちょっと当初予算の関係と比べて

おりませんので、そこに至った経緯についてご説明をお願いをしたい

と思います。 

          最後になりますが、３５ページの道路新設改良費ということで、県

営の事業負担費が２，０５０万円の減。それから県委託金、県道改良

事業が２００万円の減で、それを地方特定道路整備事業ということで、

振り替えだと思いますが、それはいかなる理由なのか、そこら辺につ

いて、ご説明をお願いしたいと思います。 

          以上です。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質問に答弁を求めます。 

          まず政策推進部長 田丸孝二君。 

◯田丸政策推進部長   まず２２ページの地域振興事業費の関係ですが、６４０万円の補正
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を挙げさせていただいています。これは生桑の小学校の跡地利用とい

うことで、昨年度整備をさせていただきました。その継続の事業とい

うことで、実はプールがあったわけですが、これの跡地をどうするか

ということで、地元でいろいろ議論をしていただきましたけど、プー

ルをこのまま放置するというのは非常に危険な状況になります。よく

子どもが落ちてというようなこともありますので、したがっていろい

ろと振興会を含めてご議論をいただいていましたが、この際それを解

体除去しまして駐車場が不足ぎみなので、駐車場２０台を整備をした

いという地元からのご要望がありました。幸い今年度、昨年度からの

継続の事業ということで、合併特例債等の財源も手立てをされるとい

う状況もありますので、危険なプールを放置するよりも、この際地元

のそういった要望に沿って整備をするという方向をとらせていただい

たものです。 

          それから次に１，３００万円余りの補助金の関係ですが、これは八

千代町開発公社の職員が２名今年度退職します。本来ならば、退職金

に当たるものは積立てをしておくべきで、これは当然財団法人である

公社が積立てをしておくというのが通常ですが、残念ながらこの間の

経緯を見させていただくと、そういった積立てが全くなされていない

ということでした。そういうことの中で退職をするということであれ

ば、退職金の支払いということが生じるわけで、１月から３月までの

いわゆる給与とそれから退職金の総額等差し引きしまして、２名分１，

３１３万６千円を公社の方へ支援をして退職をしていただくというこ

とをするものです。 

          ご承知いただいておりますように、財団法人につきましては、将来

統合ということを念頭におきながら、現在調査研究をしておりますけ

ども、やはり統合という段階に至りますと、こういった処置は遅かれ

早かれとらざるを得ないというのが実態なので、市としましても退職

をされるという方の意思を取り入れまして、このような処置をするも

のであります。 

          それから前後して申しわけありませんが、雑入の宝くじの関係です。

これにつきましては、横田の小学校を現在、屋根付の多目的広場とい

うことで整備をしております。これは小学校の統合に伴います跡地利

用ということでしているものでありますが、今回幸いにもこの事業を

今年度申請しましたところ、宝くじの支援をいただく。その金額は先

ほどご指摘がありましたように２，９４０万円です。これを充当させ

ていただいて、合併特例債を減少するという形での今回補正をしてお

ります。横田の小学校のいわゆるそうした総事業費は、５，１９２万

円。これは設計管理それから建築工事、解体工事等々を含むものです。 

当初は合併特例債を４，９２０万円充当するという予定にしており

ましたが、宝くじの助成金が２，９４０万円入るということの中で、

その金額を引きまして、合併特例債は２，１３０万円、その他一般財
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源を１２２万円ということで事業を行うものです。 

          以上です。 

◯松 浦 議 長   答弁を求めます。 

          市民生活部長 平下和夫君。 

◯平下市民生活部長   それではお尋ねの市民税の補正につきまして説明をします。 

          ご承知のように税というのは市政の経済動向によって大幅に変わっ

てまいりますが、現在把握しております数字につきまして説明します。 

          当初予算市民税の個人ですが、課税所得の推計を当初では昨年と同

額程度の見込みをしておりましたが、実質的に判明しているのは、約

３％減。０．９７といったような数字が今のところ出ております。こ

れに影響を受けますのが約３，９００万あります。そしてこの７千万

がすべて税の減収ではなく、税源移譲によりまして、新設されました

税額控除額、調整控除と申しますが、これに申請されましたことによ

って、３，７００万の減が見込める。これは軽減といったことになり

ます。これは当初の段階では判明しておりませんで、その後制度が確

立して１９年度で整理をしております。この税額控除の助成控除の対

象になった方につきましては、１万３，５６０人といった状況にあり

ます。 

          先ほど言いましたように、経済動向といいますのは、個人の所得と

いうのは伸び悩んでおります。しかしながら法人は少し回復基調にあ

るのではないかといったような状況が見えます。と申しますのは、次

に出てきます法人の市民税。これにつきましては、当初見込んでおり

ましたのが２％増、１．０２といった指数で算出しておりましたけど

も、１０月末現在におきましては、約１３０％の伸びといったものの

実質的な数字が上がってきております。しかしながら年度末の決算期

を迎えまして、還付という事態が生じてきますので、約１２０％の増

で見ております。これが連動しますのが、次に出てきます固定資産税

の償却資産ですけども、法人の投資額というのが、これにつきまして

も当初の見込みは１％減といった見方をしておりましたが、実質的に

は４％の増といった投資額が増えております。こういったことが企業

の側には増収といった投資額も増えておりますが、個人の所得につい

ては、減といった現状が今のところ出ております。 

          それから入湯税のこともお聞きになりましたので、説明をしますが、

現在のたかみや湯の森と神楽門前湯治村の利用者の推計で行きますと、

大体月に１万６千人程度の方がこの２つをあわせて利用をされており

ます。しかしながら今からの時期を迎えますと、最終的に１万４千２

百人程度の平均値で、この程度になるのではなかろうかといった状況

が伺えますので、当初見込んでおりましたのが２，７９０万で、補正

で見込まれます最終的な決算額の見込みですが２，５５６万。この差

額について、マイナスの２３０万の補正の減といった動向になってお

ります。 
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          以上です。 

◯松 浦 議 長   続いて答弁を求めます。 

          福祉対策推進部長 廣政克行君。 

◯廣政福祉対策推進部長   ２８ページに３款民生費の２項児童福祉費、６目の児童福祉施設費

の子育て支援センター運営費４５１万８千円のお尋ねですが、この内

訳としましては、主としましては母子の入所処置費が４５０万程度こ

のたびお願いをしております。１万８千円につきましては、７節の賃

金１万８千円をお願いしておりますが、これは本年１１月のオープン

しました子育て支援センターの内におきますプレイルームの利用とし

て、子育て中の親子の集い交流として、月に２回程度の３カ月分のプ

レイルームの指導員としての賃金としてお願いをしておるところです。 

          以上です。 

◯松 浦 議 長   続いて、地域経済推進部長 清水盤君。 

◯清水地域経済推進部長   ３２ページの林業振興費の中の有害鳥獣対策事業費の５３６万１千

円の内容です。この有害鳥獣対策の捕獲いただく量ですが、年度初め

に捕獲計画を協議会を開催をしまして、計画を立てさせていただいて

おります。今回補正に計上させていただいているのは、シカとイノシ

シの委託料です。当初予算の計上方法としては、年度当初協議会にお

いて実施計画を立てますが、それのおおむね７割５分程度の当初予算

で毎年スタートさせていただいております。捕獲状況によりまして、

補正で対応というような手法をとらせていただいておりまして、今年

度の実施計画頭数ですがシカが１，３６０頭。イノシシが９１０頭で

す。 

          このたび補正を計上させていただきましてシカが１，３００頭、そ

れからイノシシの方が８６０頭の見込みを立てて今回５３６万１千円

の補正増を計上させていただいたところです。 

          以上です。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          引き続き答弁を求めます。 

          産業建設部長 金岡英雄君。 

◯金岡産業建設部長   ３５ページの道路新設改良の件ですが、これはそれぞれ地方特定道

路整備事業、県営事業負担金、県道委託改良事業とそれぞれ分離をさ

れたもので、地方特定道路整備事業につきましては、いわゆる起債で

の事業なので、一本木小山あるいは中山線ほかの改良をする中で、特

に今年度この庁舎周辺におきます道路整備等も行いました関係で、全

体の事業費２，０２８万円ほど不足をしてくるということで、予算を

補正のお願いをさせていただいたものです。 

          また県営事業負担金につきましては、当初７千万程度見込んでおり

ました。これは広島建設局が局にある事業に対しまして、市が道路改

良の場合は１割負担、またそれに付随します橋梁等がありましたら幅

員等の案分でアロケーションということでその負担を見ております。
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それらの精算に伴いまして、２，０５０万ほど減額の見込みとなった

ということです。それから県道委託の改良事業ですが、これがいわゆ

る県道の移譲路線の関係です。これらにつきましても当初予算時点が

かなり早い時期でしたので、前年度並みの１億６千万程度計上してお

りましたが、最終的に県との事業調整の中で、２千万程度の減額とい

うことで、当初の予定の工事はそれぞれやっているという状況にあり

ます。 

          以上です。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          質疑の途中ですが、この際１５時４０分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ３時２５分 休憩 

午後 ３時４０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯松 浦 議 長   それでは時間が参りましたので、休憩前に引き続き会議を再開いた

します。 

          質疑途中でございましたが、ほかに質疑ありませんか。 

          １９番 岡田正信君。 

◯岡 田 議 員   先ほどページから言いますと、２２ページの自治振興費の外郭団体

の補助金、これは学校跡地の費用が当初は一般財源で対応していたが、

宝くじの関係で、特例債で適用していたものが、言葉が違うのですが、

しようと思っていたのとしようとしていたのでは違うのです。 

          仮に特例債を適用しようと思ったのならここで地方債を減額してい

るからそこでわかりますが、私の問うていることが違っていたらいけ

ませんが、私が思っているのはそういう説明を受けたのだが、そうす

るとその補正予算書提案説明資料によりますと、下に書いてある宝く

じ助成金が諸収入で入っていると、それで特例債を使っていたのなら

この市債が減るというところをここへ書かないといけませんが、そう

いう関係が見えないのですが、私が聞いているのがそのようでしたら

そのようになりますが、違っていたら違ったようになるし、お尋ねし

ます。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質問に答弁を求めます。 

          政策推進部長 田丸孝二君。 

◯田丸政策推進部長   今議員さんがおっしゃったとおりで、総事業費は５，１９２万を予

定をしておりました。この財源内訳ですが、当初は合併特例債を４，

９２０万円、一般財源を２７２万円、合わせて５，１９２万円でした。 

今回宝くじの助成がこの横田小学校の屋根付の多目的広場に２，９

４０万円つきましたので、合併特例債を減じて２，１３０万円にし、

一般財源も減じて１２２万円にし、合計５，１９２万円にするもので

あります。 

以上です。 
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◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

          １２番 青原敏治君。 

◯青 原 議 員   ４３ページ災害復旧費ですが、林業施設災害復旧費として５００万

ほど減額になっています。まだ直っていないところはたくさんあると

思います。これは補正でしっかり組んでもらえるのならいいですが、

減額補正になっているので、そこの理由をひとつお聞きしたいと思い

ます。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質問に答弁を求めます。 

          地域経済推進部長 清水盤君。 

◯清水地域経済推進部長   ４３ページの林業関係の災害復旧費の減額です。このたびの減額の

内容ですが、これは昨年の過年災害の１９年度分として計上を当初予

算でしていたわけですが、予算割り当てを１８年度ですべて割り当て

をいただきまして、一部繰越明許で予算的には対応をさせていただき

ました。それによりまして、１９年度現年分の予算をこのたび減額を

するものです。 

ご質問にありました補助対象以外の災害復旧の対応につきましては、

別途予算として計上させていただいておりまして、そちらの方で対応

を現在させていただいているという状況です。 

以上です。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありますか。 

          １５番 入本和男君。 

◯入 本 議 員   人材派遣のことについて伺いますが、ご存知のように当初この人材

派遣については、傍聴が出るほどの関心度があった。しかしそれほど

ウエイトの高いものを、今日唐突にこういうことを出されるという経

緯が、我々とすれば余りにもこの雇用者に対して面目立たないという、

今日出して、今日チェックして、はいこうなりましたと。現場のチェ

ックすることもなければ何もできないと。今日に至るまでのここに政

策しようと取り組まれた日にちは昨日や今日ではないと思うのです。

多分派遣社員に説明会もあったはずですよね。職員の扱いについて募

集をかけたら募集がゼロだったという、まだ説明が足らないところが

あるのではないですか。それで財政というけど、現在機構改革を進め

ている中で、これ百何名の方がかかわっている。百名多いと言ってい

る。なぜ職員をあててやろうとしないのか。臨時と職員は違うと言わ

れればそうかもしれない。もうありきで物事を考えている。機構改革

が全く生きていない。支所を充実といいながら支所長は、課長を兼ね、

分室は分室長が２町を抱え、そしたらこうした事務分掌の内容から見

て、職員がこれを兼ねられることがあって財政を抑えるとか、まして

や私は安芸高田市内で雇用がないので、賃金が稼げるこういう職場が

あってもいいと思いますが、全くこれに対する扱いが筋論といったら



 60 

おかしいですが、財政面を考えても機構改革をミックスしても若者定

住、子育て支援の活動、保育所というものは子どもが労働者の顔色ひ

とつで、精神面が変わるという将来の展望を任す環境づくりが、こう

いう形で本来はもう少しこれは前もって、現状の調査をするチャンス

を与えてもらわないと、こういう形で出される無神経さを、本当に市

民の立場に立って物事をしているのかと考えたいのですが、その中で

副市長も労働条件が、たくさんお金が要らないという人がいるとか、

そういう言葉を言われましたが、年収が１５０万が平均というふうに

データで聞いております。現在時給を１，０００円に上げてくれとい

う声も全国ではあります。そうすると大体年収１８０から２００を予

定されていると思います。それでは労働者の年齢・男女別、その言わ

れた労働条件の分析がどの程度できているのか。そこまで言われると

いうことは、そういう条件を持って発言されていると思うので、満額

要らない人が何名いて、男女・年齢別そのあたりはどうですか。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質問に対し答弁を求めます。 

          副市長 増元正信君。 

◯増元副市 長   先ほどの発言で誤解があってはいけないと思いますけども、私が申

し上げましたのは、働く側の事情もいろいろおありであるということ

があるわけで、扶養に入っている云々というような、そういうような

方もおられるわけですし、私は保育士の資格を持っているけども、こ

の時間帯なら働けるけど、フルタイムでは難しいなと。もう少し子ど

もが大きくなれば社会参加ができるというような、その様々な皆さん

がいらっしゃるという意味です。 

          ですから当然我々とすれば、フルタイムで保育士の資格を持ってい

ただいて、市内の皆さまがこの市内の保育所で、力を発揮していただ

くということをつくっていかなくてはならないというふうに思ってい

ます。 

          以上です。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

◯入 本 議 員   議長。答弁漏れです。 

          労働条件、住所、年齢別、男女その分析ができているのか聞いてい

ます。 

◯松 浦 議 長   答弁漏れがあるようなので、引き続き答弁を求めます。 

          副市長 増元正信君。 

◯増元副市 長   今回、現在それぞれの職場で従事をしていただいている職員の皆さ

んには、全員引き続き職場に残っていただいて、協力をお願いしたい

ということを実際にお願いしております。その中で先ほどのような、

自分はこうありたい。というそれぞれの希望等もとって、現場の方で

は事前に協議を重ねてきておりますので、その中で私があえて今の個

人個人についてのご答弁を申し上げることは必要ないと思っておりま

すし、担当において、それぞれの職員の皆さんと面接をする中で、そ
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ういう希望は聞いておると把握をしております。 

          以上です。 

〔安芸高田市で何名で、年齢、男女別を聞いているとの声あり〕 

◯松 浦 議 長   今、入本議員が質問をされているのは、人数あるいは男女別いろい

ろなことについてなので、担当の方から答弁をしてください。 

          総務課長 高杉和義君。 

◯高杉総務課長   ちょっと答えにならないかもわかりませんが、今基本的に保育所に

８時間フルで来られている方につきましては、基本的には非常勤の特

別職という形で、保育所の担任を持っておられればそういうふうな形、

主任保育士、そして、それ以外の方が保育士という形。それ以外に例

えば１０時間部分を支えていただくという方については、臨時職員と

いうふうな形での雇用を考えておりますが、その雇用体系がどういう

ふうな形になってくるかというのは、本人の希望を優先させながら現

課の方において、それを整理をさせていただくということで、具体的

にその男女別とか年齢とかいうことにつきましては、今から身分変え

をしていく作業に入っていくということです。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

〔答弁になっていないではないですかとの声あり〕 

◯松 浦 議 長   今のようなことでの答弁ということで、説明をしていただきたいと

思います。 

          暫時休憩します。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ３時５４分 休憩 

午後 ３時５７分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯松 浦 議 長   福祉対策推進部長 廣政克行君。 

◯廣政福祉対策推進部長   保育所現場の非常勤また臨時等の対応の仕方また現状ですが、先ほ

どからご質問いただいておりますように、住所等につきましては、市

外からは現状が５、６人程度今おられます。原則的には今の派遣の職

員の方々を再雇用として今面接をさせていただいているという状況で

す。 

          １１月３０日また１２月１日等、５つの保育所等には説明をしまし

て、先ほど副市長が言いましたけども、非常勤対応がいいのか、また

扶養等の関係もありまして、臨時等を望まれる方もおられます。そこ

らを今調整をさせてもらっている現状であります。 

          〔保育所だけ聞いたのではないので、全部答えてもらわないと困る

との声あり〕 

◯松 浦 議 長   今ちょっと話が出たようなことをひとつ答弁を求めます。きちんと

質問の内容を精査して、答弁をしていただきたいと思います。 

          暫時休憩します。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 
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午後 ３時５９分 休憩 

午後 ４時０６分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯松 浦 議 長   会議を再開いたします。 

          ただいまの入本議員の質問に答弁を求めます。 

          総務企画部長 新川文雄君。 

◯新川総務企画部長   今回の任用形態等につきましてのこれまでの経過と申しましょうか、

内部的に執行機関の方で協議を重ねさせていただいたところです。 

          ご承知いただきますように、１８年４月には、業務委託の事業開始

の２年目ということでスタートをさせていただきまして、その後の状

況の中で１９年の初め、３月４月ごろだったと思いますが、労働局の

指導監査をいただいた状況です。それぞれご承知いただいております

ように、新聞紙上でもまた国の方でもこの問題は大きくクローズアッ

プされて、民間企業等については大きな反発をされたような状況も出

ていました。ただ我々行政サイドとしましては、やはり労働局との是

正指導等の対応というのが基本的に一番であるという考え方の中で、

やはり法の中で生活するという状況なので、一緒になったような形の

中で協議を重ねさせていただいて、今日のたたき台をつくらせていた

だいたというのが状況です。 

          １９年４月、１９年度予算で派遣ということで切り替えをさせてい

ただいています。このことにつきましても、受託の職員等につきまし

ては、十分協議を重ねさせていただいて、今年度から派遣の方に切り

替えさせていただき、十分今後の体制をどうすべきかということを執

行部内で検討を重ねさせていただいたわけです。大体それが７月から

９月ぐらいまで、我々考え方の整理があったわけですが、やはり保育

現場、各給食現場いろいろなこうした派遣で取り組んでいた現場を集

約しなくてはいけません。実態はどうであるかということについても

調査をしなくてはいけませんし、そういう状況の中で事務会議的には、

７月８月と実態の把握ということでさせていただいたところです。 

          各部内会議も持たせていただき、各保育所長さん等の保育現場にお

いては、所長さんとの意見も聞かせていただくという状況も生かして

いただき、関係部の調整会議等も持たせていただき、市としての任用

形態をどうあるべきかというのが、今日ご説明をさせていただきまし

た形のもので、取りまとめをさせていただいたものです。 

          我々としても法的に逃げることのできない直接雇用ということが、

基本のスタンスの状況になっておりました。前年度も十分ご指摘をい

ただきましたように、当然保育士等の先ほど来から出ておりますよう

な年収のあり方の問題、そういうところもできるだけクリアできるよ

うな方法の中で、今回是正措置をとらせていただいております。保育

の現場につきましても、やはり子どもに対する一番の観点から職員が

いないわけですから、やはりクラスの担当をしなくてはいけない。そ
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れはそれなりの報酬、また保育士等についても報酬の格上げをさせて

いただいたという状況です。 

非常勤特別職という方法をとるという方法が集約をさせていただい

た中で、一番の方法だという考え方の整理をさせていただいて、条例

改正でも今回提案をさせていただいておりますが１７万８千円、また

は１７万３千円というような各部門別に調整をさせていただいたとこ

ろです。年俸的にもやはり２００万、先ほど来から出ておりますよう

に、そうした額が保障されるような体系の中で取り組みをさせていた

だいたという状況です。 

先ほど来から現状の人数等、総括人数は抑えさせていただいており

ますけども、個々の各施設の実態については、今までにもヒアリング

等も実施させていただいて、それぞれの取りまとめは対応させていた

だきたい。出身地なりということについては、人数等についても後に

ご説明をさせていただきたいと思っています。 

今までもこの問題ということができたことについても、できれば１

２月の補正予算の中である程度、組替措置もさせていただきたいとい

うことも本会議の中でもお願いをしてきたというような記憶も持たせ

ていただいております。そういう状況の中で、今日来させていただい

ているという状況なので、ご理解をお願いしたいと思っています。 

１２月２９日から切り替えるということで、作業するもの、また現

場との調整、日数を要したということについては、我々時間等の反省

をさせていただいておりますが、議員の皆さん方にできるだけ早い情

報の提供ができなかったことについては、お詫びをさせていただきた

いと思っています。 

以上で今までの概要についてご説明に変えさせていただきます。よ

ろしくお願いします。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

          １５番 入本和男君。 

◯入 本 議 員   結局、結論的なものを今の経過説明で聞きましたが、私が言ってい

る、労働者の現状の把握はどうなっているかというのは答えていませ

ん。今、保育所関係は５、６人が市外だけという感じだけの答弁しか

ないのです。これは１８０名のことを聞いて、しかも直轄でやるとい

うのに、その住所も把握できていない、現場に行ってやるという、余

りにも安易な管理の体制ではないかと思います。今保育所だけがター

ゲットになっていますが、保育所だけではありません。ここに出てい

るのは。私は保育所だけをターゲットに言っているのではなく、全体

を見て、それで雇用されている方が安芸高田市の住民が派遣とか臨時

とか、また派遣とかいうのでは非常に不安定な雇用状態に至っている

と、しかもその方がどこの人かわからないと、答弁できないというよ

うなことで、果たして本当に皆さん方が常日頃から口にされている、
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だから前段に申し上げたものは、若者定住とか子育て支援とかそうい

うことを申し上げたことであって、そのためにはやっぱり労働者側に

立ってみて、初めてこういう機構改革ができたのですと、財政難の折、

こういうところを無理してくださいと、ご協力をお願いしますという

のが本来、どこの者かわからないのにただ直轄で１２月からしますと

いう、そういう分析もできていないことで、このたびの補正予算を審

議してくれと言われても私たちには、行政は一生懸命されたと言われ

ても伝わってこないです。これ履歴書をとるのかどういうふうにする

のか知りませんが、もう１回聞きますけど、機構改革の中で、精査し

てもやはりこういう人材派遣を受けないと、百名余りの人を受けない

と運営できなかったのか。出向体制とか兼務とかして対応できなかっ

たのか。それを精査した上でのこのたびのこういう改革を出されたの

か、だからこれを取り組まれたのが７、８月ごろから取り組んで、本

来は９月定例云々、７月の結果が今日の、本来総務企画常任委員会と

か所管の委員会もあるわけです。これは大きな問題です。当初からず

っと、そしたらもう少し当日を出して、今日決裁してくれというよう

な問題ではないと私は思います。だから私自身が今後の状況を、先ほ

どの同僚議員も２０年４月１日からまた同じに戻っているところがあ

るではないかという、そういうところもあるので、直轄なら直轄でず

っといくということならまだいいですが、そういうことも十分できて

いない、ただ目先目先でやっていくというのではいけないので、私は

経過説明は別にしても、直轄運営していく上で、これは直轄部門はす

べて担当課がするのですか。それとも一括して窓口を、どなたがされ

るわけですか。それと先ほど申しましたように、各担当課は精査した

上でこれだけの人材がいると判断されたのか、その点を再度お伺いし

ます。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質問に答弁を求めます。 

          総務企画部長 新川文雄君。 

◯新川総務企画部長   ご指摘いただきますように、当然こうした状況の取り組み、１９年

１２月２９日からは今日に至っての状況なので、先日来から各部署の

責任者またそれぞれの総務の職員と一緒になって現場の方で説明会を

させていただいております。こういう体系をつくる過程の中でも、当

然現場の状況がわからなかったらつくられないという条件もあります

ので、この点は十分現場の状況を聞かせていただき、協議を重ねさせ

ていただいた結果のまとめを今回提案させていただいているところで

す。 

それと市内なり市外ということで大変申しわけございませんが、雇

用人数等はこれだけもう明確にいたしており、データ的な処理の問題

なので、このことについては後、資料として提出をさせていただきた

いと考えております。 

大部分については、市内のエリアの方にご協力を願っておるという
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現状が大部分です。 

以上です。 

◯松 浦 議 長   引き続き答弁してください。 

◯新川総務企画部長   当然雇用の実態、その欠員等でというのは原課なり、そういう場所、

現場の方が出ると思いますので、現場の方から当然担当部の方に上が

ってくると思います。それを総務の方で総括的な取りまとめをさせて

いただきたいと考えております。 

          臨時職員等については、今の段階では各部門別に予算も計上させて

いただいております。ただ保険的な関係がありますので、そういうこ

とについては、総務部の人事給与係が総括をさせていただいていると

ころです。 

          派遣等につきましては、全体的な今の臨時職と同じような形の中で

総務の人事給与係の方が総括をさせていただいているという状況です。 

          以上です。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

           〔質疑なし〕 

◯松 浦 議 長   質疑ないようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

          お諮りいたします。本件は委員会への付託を省略いたしたいと思い

ます。これにご異議ありませんか。 

           〔異議なし〕 

◯松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会への付託を省略いたします。 

          これより討論に入ります。 

          討論ありませんか。 

          討論がありますので、まず本件に対する反対討論の発言を許します。 

          １５番 入本和男君。 

◯入 本 議 員   補正予算につきまして、質問させていただいたわけですが、答弁内

容また基本である地域住民の協働のまちづくりに欠けている施策に対

し、予算計上に対して、私は本来安芸高田市のかなえるところの政策

が予算に反映するのが本来の筋だと思うわけです。それがこのたび答

弁でできない、またそれだけのことを把握していない、そういう面か

ら見て、今回の補正に対して反対をいたします。 

◯松 浦 議 長   次に本件に対する賛成討論の発言を許します。 

          討論ありませんか。 

           〔討論なし〕 

◯松 浦 議 長   賛成討論なしと認めます。 

          次に反対討論ありませんか。 

           〔討論なし〕 

◯松 浦 議 長   これをもって討論を終結いたします。 

          これより議案第９９号、平成１９年度安芸高田市一般会計補正予算

（第３号）の件を起立により採決いたします。 
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本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

 〔起立多数〕 

◯松 浦 議 長   起立多数であります。 

よって、本件は原案のとおり可決をされました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２１ 議案第１００号 平成１９年度安芸高田市国民健 

康保険特別会計補正予算（第２号） 

○松 浦 議 長   日程第２１、議案第１００号、平成１９年度安芸高田市国民健康保

険特別会計補正予算（第２号）の件を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第１００号です。平成１９年度安芸高田市国民健康保険特別会

計補正予算（第２号）です。 

本案は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ、１億３，

８５３万円を減額し、予算の総額を４１億２，０１５万２千円とする

ものです。 

          歳入につきましては、国民健康保険税５，５３０万円、療養給付費

等交付金２，２２８万４千円、共同事業交付金２，３３８万３千円、

繰越金３，２０８万８千円をそれぞれ追加し、国庫支出金９，６２３

万５千円、県支出金１，４２６万４千円、繰入金１億６，１０８万６

千円をそれぞれ減額するものです。 

          歳出につきましては、総務費１，０３６万８千円、共同事業拠出金

３，３０３万６千円、諸支出金２，７９５万円をそれぞれ追加し、保

険給付費１億５，１７５万５千円、老人保健拠出金５，０８４万６千

円、介護納付金７２８万３千円をそれぞれ減額するものです。 

以上、よろしく審議を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

福祉対策推進部長 廣政克行君。 

○廣政福祉対策推進部長   議案第１００号の要点のご説明を申し上げます。 

          ご説明を申し上げます前に、大変ご迷惑ですが、一カ所訂正をお願

いいたします。７ページの３款の国庫支出金、２項の国庫補助金、２

目の財政調整交付金として明記しておりますが、２を１の財政調整交

付金としてご訂正をお願いしたいと思います。大変失礼いたしました。

よろしくお願いいたします。 

          それでは議案第１００号平成１９年度の安芸高田市国民健康保険特

別会計補正予算（第２号）につきまして、要点のご説明を申し上げま

す。 

          本案は当初見積もりにより、保険給付費等の精査により減額をいた

しまして、国民健康保険税の税率改正による増額することと、市とし
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て補正をお願いするものです。 

          まず歳入ですが、６ページをお願いします。 

          １款の国民健康保険税、１項国民健康保険税、１目一般被保険者国

民健康保険税、１節の医療給付費分現年度課税分としまして、１，８

７０万円の増額は税率改正に伴う増額として計上しました。 

          ２節介護納付金分現年課税分は、７５０万円の減額です。 

２目退職被保険者等国民健康保険税、１節医療給付費分現年課税分

は、１目一般被保険者国民健康保険税と同様に、税率改正に伴います

増額です。 

３款の国庫支出金、１項国庫負担金、２目療養給付費等負担金、７，

９９０万９千円の減額は、一般被保険者の療養給付費等の減額に伴う

ものです。 

３目の高額医療費共同事業負担金、１節現年度分の４８２万７千円

は、高額医療費共同事業拠出金の増額に伴う増額として計上していま

す。 

７ページをお願いします。 

２項国庫補助金、１目の財政調整交付金、１節普通調整給付金の２，

１１５万３千円も一般被保険者の療養給付費等の減額に伴う減額です。 

４款県支出金、１項県負担金、１目高額医療費共同事業負担金、１

節現年度分の４８２万６千円は、高額医療費共同事業拠出金の増額に

伴うものです。 

２項の県補助金、１目財政調整交付金、１節財政調整交付金１，９

０９万円の減額は、一般被保険者の療養給付費等の減額に伴うもので

す。 

８ページをお願いいたします。 

５款療養給付費等交付金、１項療養給付費等交付金、１目療養給付

費等交付金、１節の現年度分の２，２２８万４千円の増額は、退職者

被保険者等の療養給付費等の増額に伴うものです。 

７款共同事業交付金、１項共同事業交付金、１目高額医療費共同事

業交付金９６５万３千円、及び２目の保険財政共同安定化事業交付金、

１，３７３万円につきましては、国民健康保険団体連合会より交付さ

れる交付金増額によるものです。 

９款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金、１節保険基

盤安定繰入金、５６８万６千円につきましては、保険基盤安定繰入金

確定に伴う増額です。 

９ページをお願いします。 

２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、１億６，６７７万２千

円の減額は、歳入必要額を精査し減額をしたところです。 

１０款の繰越金、１項繰越金、１目療養給付費交付金繰越金、６６

３万円及び、２目その他繰越金２，５４５万８千円の増額は、平成１

８年度の繰越金です。 
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以上、歳入の要点の説明を終わりまして、続いて歳出ですが、１０

ページをお願いいたします。 

１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費１，０３６万８千円

の増額は、人件費に伴う増額が１９９万６千円、システム改修等によ

る事務費増額が８３７万２千円です。 

２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般被保険者療養給付費１億

９，７５３万９千円の減額は、当初見込額より伸び率が低く推移して

いるとみておりまして、そのための減額をお願いするものです。 

３目の一般被保険者療養費１４万５千円、５目の審査支払手数料４

７万円の増額は、当初の見込みより件数増による増額を見込みました。 

１１ページをお願いいたします。 

２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費２，０４８万１千円、

及び２目の退職被保険者等高額療養費、２，４６８万８千円の増額に

つきましては、高額療養費の支出増に伴う増額を挙げました。 

３款老人保健拠出金、１項老人保健拠出金、１目老人保健医療費拠

出金５，０８４万円、及び２目の老人保健事務費拠出金６千円の減額

は、拠出額確定による減額を補正するものです。 

１２ページをお願いいたします。 

４款介護納付金、１項の介護納付金、１目の介護納付金７２８万３

千円の減額につきましても、老人保健拠出金と同様に納付金の確定に

よる減額です。 

５款共同事業拠出金、１項共同事業拠出金、１目の高額医療費共同

事業医療費拠出金１，９３０万６千円及び２目の保険財政共同安定化

事業拠出金１，３７３万の増額につきましては、国民健康保険団体連

合会への拠出による額の決定による増額です。 

９款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目の一般被保険者保

険税還付金５０万円の増額は、国民健康保険税還付金の支出増に伴う

増額を補正をお願いいたします。 

３目の償還金２，７４５万円の増額につきましては、平成１８年度

療養給付費等の負担金の精算額を、国に返納するための増額として補

正をお願いしたところです。 

以上、要点の説明を終わります。 

○松 浦 議 長   以上をもって要点の説明を終わります。 

          これより質疑に入ります。 

          質疑ありませんか。 

          １９番 岡田正信君。 

○岡 田 議 員   歳入の方で国庫支出金のページ数は６ページですが、これどちらに

入るのかわかりませんが、国から入ってくる金で原爆症の関係の認定

で新聞にも報道されましたように、三次市はかなりもらいすぎたと。

安芸高田市は白と黒というのが出ていて、どちらもとんとんだと言う

のですが、具体的にはどのような結果になったのですか。ここの国庫



 69 

支出金の収入の部で国から入ってくる金にどのような影響が出ている

のかお尋ねします。 

○松 浦 議 長   答弁を求めます。 

 福祉対策推進部長 廣政克行君。 

○廣政福祉対策推進部長   ちょっと資料を持って上がっていませんので、直ちに資料を持って

上がりましてご説明申し上げます。 

          少し時間をください。 

○松 浦 議 長   １９番 岡田正信君。 

○岡 田 議 員   同じように質問をすればよかったのですが、１３ページの結局戻す

金ですよね。やっぱり出すのだから。これは上の１３ページの一般保

険者に対しての還付金とは違って、償還金というのは国へ戻すものか、

ここの内訳からいえばそうでもないような気がしますが、先ほどの入

ってくる関係で、１３ページの関係、つながりがあるのかどうかお尋

ねしておきます。 

○松 浦 議 長   答弁を求めます。 

 福祉対策推進部長 廣政克行君。 

○廣政福祉対策推進部長   １３ページの諸支出金におきます還付金関係ですが、これは旧年度、

過年度分で、１目の一般被保険者の保険税還付金、これは過年度分と

して５０万円上げておりますけども、これ申告修正とか資格喪失とか

そういうことが出てまいりますので、そういった年度途中の形の中で、

過年度分としてこのたび還付をしていくという形で、個人の方へ被保

険者の方へ還付させていただくという。 

          ３の償還金につきましては、これも平成１８年度の療養給付負担金

としての返還で、国の方にこれは６月ごろに決算をさせていただくの

ですが、これを精算としてもらいすぎていたということです。 

大体２カ月分ぐらい後に医療給付をお支払いしますので、１２月１

から１月２月３月分につきましては、５月ごろに請求が来るというこ

とであります。給付費でありますので、私の方も少なかったら立て替

えて払わないといけないという形もあるところもありますが、多少多

めにいただいておるというような形であり、精算の結果２，７４５万

円を還付しなければならないということになったところです。 

原爆症の分は資料を持ってまいります。 

◯松 浦 議 長   暫時休憩いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ４時３９分 休憩 

午後 ４時５０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯松 浦 議 長   休憩前に引き続き会議を再開します。 

          お諮りいたします。本日の会議時間は都合により延長したいと思い

ますが、ご異議ありませんか。 

           〔異議なし〕 
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◯松 浦 議 長   ご異議なしと認め、本日の会議時間は延長します。 

          先ほどの質疑に対する答弁を求めます。 

          福祉対策推進部長 廣政克行君。 

◯廣政福祉対策推進部長   原爆医療算定水準に伴います、医療費についてのご質問でございま

す。 

          医療、結核、精神医療の経費につきましては６月だったと思います

が、特別調整交付金という形で報道があったところですが、この件に

つきまして、本年６月末に早速担当課長の方から、県の医療室へ問い

合わせたところ、県の方も実際に今のところはっきりした回答ができ

ないということであります。国へ問い合わせて回答をいただいており

ますが、その回答の中に何年度分までさかのぼるか、また、返還をど

のようにしていくのか、全容的なものがわかって結論を出したいとい

う回答であります。 

          したがいまして、今回の補正については、この交付金については補

正をお願いはしておりません。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑はありませんか。 

           〔質疑なし〕 

◯松 浦 議 長   質疑なしと認め、これをもって質疑を終結いたします。 

          お諮りします。本件は委員会の付託を省略いたしたいと思います。 

          これにご異議ありませんか。 

           〔異議なし〕 

◯松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会付託を省略いたします。 

          これより討論に入ります。 

          討論はありませんか。 

           〔討論なし〕 

◯松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          これより議案第１００号、平成１９年度安芸高田市国民健康保険特

別会計補正予算（第２号）の件を起立により採決いたします。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

           〔起立多数〕 

◯松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって、本件は原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２２ 議案第１０１号 平成１９年度安芸高田市老人保 

健特別会計補正予算（第２号） 

○松 浦 議 長   日程第２２、議案第１０１号、平成１９年度安芸高田市老人保健特

別会計補正予算（第２号）の件を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 
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○児 玉 市 長   平成１９年度安芸高田市老人保健特別会計補正予算でございます。 

本案は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ、３２８

万４千円を追加し、予算の総額を５３億５，９９２万４千円とするも

のでございます。 

 歳入につきましては、支払基金交付金１３３万４千円、国庫支出金

１２９万９千円、県支出金３２万５千円、繰入金３２万６千円をそれ

ぞれ追加するものでございます。 

 歳出につきましては、医療諸費３２８万４千円を追加するものでご

ざいます。 

          以上よろしくご審議のうえ、適当なるご議決をいただきますようお

願い申し上げます。 

○松 浦 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

   この際担当部長から要点の説明を求めます。 

福祉対策推進部長 廣政克行君。 

○廣政福祉対策推進部長   議案第１０１号、平成１９年度安芸高田市老人保健特別会計補正予

算（第２号）について要点説明をいたします。 

まず歳入ですが、６ページをお願いします。 

１款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目の医療費交付金、

１節現年度分としまして、１９４万９千円の増額は医療費支給費の増

に伴うものです。 

２目の審査支払手数料交付金、１節現年度分の６１万５千円の減額

につきましては、審査支払手数料の減額によるものです。 

２款国庫支出金、１項国庫負担金、１目の医療費負担金、１節現年

度分の１２９万９千円の増額は医療費支給費の増額に伴うものです。 

３款県支出金、１項の県負担金、１目医療費負担金、１節現年度分

の３２万５千円につきましても、医療費支給費の増額に伴うものです。 

７ページをお願いします。 

４款繰入金、１項一般会計繰入金、１目の一般会計繰入金、１節一

般会計繰入金の３２万６千円につきましても同様に医療費支給費の増

額に伴うものです。 

続いて歳出ですが、８ページをお願いします。 

１款医療諸費、１項医療諸費、２目医療費支給費、２０節の扶助費

の３８９万９千円につきましては、高額医療費や柔道整復施術料、ま

た治療用装具等代の医療費支給費が当初見積もりより増えたため増額

をお願いするものです。 

３目の審査支払手数料、１２節役務費の６１万５千円の減額は、当

初見積もりより少なくなりましたので、今回減額をお願いするもので

す。 

以上、要点の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

◯松 浦 議 長   以上をもって要点の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 
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質疑はありませんか。 

           〔質疑なし〕 

◯松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

本案は委員会への付託を省略いたしたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

〔異議なし〕 

◯松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会の付託を省略いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

   〔討論なし〕 

◯松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

  これより議案第１０１号、平成１９年度安芸高田市老人保健特別会

計補正予算（第２号）の件を起立により採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

        〔起立多数〕 

◯松 浦 議 長   起立多数であります。 

よって、本件は原案のとおり可決をされました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２３ 議案第１０２号 平成１９年度安芸高田市介護保 

険特別会計補正予算（第２号） 

○松 浦 議 長   日程第２３、議案第１０２号、平成１９年度安芸高田市介護保険特

別会計補正予算（第２号）の件を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   平成１９年度安芸高田市介護保険特別会計補正予算です。                     

          本案は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ、１億６，

１８３万２千円を追加し、予算の総額を３６億４，３１７万４千円と

するものです。 

歳入につきましては、支払基金交付金１，０２９万３千円、繰入金

１０４万３千円、繰越金１億５，０４９万６千円をそれぞれ追加する

ものです。 

 歳出につきましては、総務費５６３万１千円、地域支援事業費５９

万４千円、基金積立金７，９２４万２千円、諸支出金７，６３６万５

千円をそれぞれ追加するものです。 

 以上、よろしく審議を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際担当部長から要点の説明を求めます。 

福祉対策推進部長 廣政克行君。 
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○廣政福祉対策推進部長   それでは議案第１０２号、平成１９年度安芸高田市介護保険特別会

計補正予算の要点のご説明をします。 

          このたびの補正につきましては、平成１８年度決算の精算及び半年

間の事業実績に基づきまして、事業の組み替え等を補正をお願いする

ものです。 

          歳入ですが、６ページをお願いいたします。 

          平成１８年度の決算に基づき、精算を行うとともに１９年度の事業

執行見込みにより補正をお願いしております。 

          ４款の支払基金交付金におきましては、平成１８年度決算に基づき

まして、１目の介護給付費交付金不足分１，０２９万２千円、２目の

地域支援事業支援交付金不足分１千円を過年度分として歳入するもの

です。 

          ８款繰入金は１９年度の事業見込みによりまして、一般会計繰入金

を増減するものです。 

３目の地域支援事業繰入金につきましては、人件費にかかわる５９

万４千円の増額をお願いしております。 

４目のその他一般会計繰入金のうち、総務管理費繰入金は人件費の

追加にかかります５４万７千円の増額で、事務費繰入金は介護認定調

査事務の減額に伴います９万８千円の減額をお願いをしております。 

９款繰越金は、平成１８年度決算に基づきました１億５，０４９万

６千円を１９年度に繰り越すものです。内訳としましては、国・県負

担金の返還金が７，６３６万５千円、また未還付保険料６６万４千円

で実質の繰越金は７，３４６万７千円となります。 

続いて歳出ですが７ページをお願いします。 

１款総務費、１項総務管理費は職員人件費の増額分が５４万７千円、

及び平成１８年度の決算に基づきます、一般会計負担超過分を一般会

計に返還する繰出金が５１８万４千円です。 

３項介護認定審査会費は、介護給付費の適正化対策としまして、非

常勤特別職の認定調査員を１名補強する報酬を１２２万円追加いたし

まして、訪問調査委託料を減額するとともに、事務補助職員を派遣か

ら雇用に切り替えるものです。 

８ページをお願いいたします。 

２款保険給付費は、１９年度の事業執行見込みにより補正をお願い

しております。 

１項介護サービス等諸費は、要介護と認定された高齢者が利用され

る認知症グループホーム等の地域密着型介護サービス給付費で、執行

見込みによりまして、４００万円減額するものです。 

２項の介護予防サービス等諸費は、要支援２と認定された高齢者が

利用される認知症グループホーム等の地域密着型介護予防サービス給

付費ですが、執行見込みによりまして、４００万円増額するものです。 

４項の高額介護サービス等費も執行見込みによります１０万円減額
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するものです。 

９ページをお願いします。 

５項の特定入所者介護サービス等費も執行見込みによります１０万

円増額をお願いしております。 

４款の地域支援事業費、１項の介護予防事業費におきましては、介

護予防教室の栄養士を派遣から、常勤職員に切り替えまして委託料を

８万２千円減額し、報酬を同額増額するものです。 

２項の包括的支援事業・任意事業費におきましては、地域包括支援

センターの職員人件費５９万４千円の増額をお願いしております。 

１０ページをお願いします。 

５款の基金積立金におきましては、平成１８年度からの繰越金から

国県への償還金等を差し引きました、剰余財源を今年度以降の給付費

等に充てるため、介護給付費準備基金に７，９２４万２千円を積み立

てるものです。 

６款諸支出金におきましては、平成１８年度決算に基づきます国県

超過交付額で７，６３６万５千円を償還するものです。 

以上、要点の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○松 浦 議 長   以上をもって要点の説明を終わります。 

          これより質疑に入ります。 

          質疑はありませんか。 

           〔質疑なし〕 

◯松 浦 議 長   質疑ないようでございますので、これをもって質疑を終結いたしま

す。 

お諮りします。 

本案は委員会への付託を省略いたしたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

〔異議なし〕 

◯松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会の付託を省略いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

   〔討論なし〕 

◯松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

  これより議案第１０２号、平成１９年度安芸高田市介護保険特別会

計補正予算（第２号）の件を起立により採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

        〔起立多数〕 

◯松 浦 議 長   起立多数であります。 

よって、本件は原案のとおり可決をされました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２４ 議案第１０３号 平成１９年度安芸高田市介護サ 

ービス特別会計補正予算（第１号） 
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○松 浦 議 長   日程第２４、議案第１０３号、平成１９年度安芸高田市介護サービ

ス特別会計補正予算（第１号）の件を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   平成１９年度安芸高田市介護サービス特別会計補正予算です。 

 本案は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ、３０１

万６千円を減額し、予算の総額を２，８３７万９千円とするものです。 

          歳入につきましては、繰入金が３１７万２千円、繰越金１８０万３

千円をそれぞれ追加し、サービス収入７２０万円、諸収入７９万１千

円をそれぞれ減額するものです。 

          歳出につきましては、総務費３９４万２千円、諸支出金が１８０万

３千円をそれぞれ追加し、サービス事業費８７６万１千円を減額する

ものです。 

以上、よろしく審議の上、適当なる議決をいただきますようにお願

いを申し上げます。 

○松 浦 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際担当部長から要点の説明を求めます。 

福祉対策推進部長 廣政克行君。 

○廣政福祉対策推進部長   議案第１０３号、平成１９年度安芸高田市介護サービス特別会計補

正予算の要点のご説明を申し上げます。 

          このたびの補正につきましては、１８年度決算の精査、また１０月

の職員異動に伴います人件費の補正及び半年間の事業実績に基づきま

して、事業の組み替え等を補正をお願いするものです。 

          ６ページをお願いします。 

          歳入ですが、同様に平成１８年度の決算に基づきます精算を行うと

ともに、１９年度の事業執行を見込みによります補正をお願いいたす

ものです。 

          １款のサービス収入におきましては、サービス利用者が１５６人程

度になりますけど、見込みの減少に伴いますケアプラン作成報酬を７

２０万円減額をお願いするものです。 

          ２款の繰入金は、１９年度の事業見込みによります一般会計繰入金

を３１７万２千円追加するものです。内訳としましては、人事異動に

伴います人件費の追加です。 

          ３款の繰越金は、平成１８年度決算に基づきまして、１９年度に１

８０万３千円を繰り越すものです。 

          続いて７ページをお願いします。 

          ４款諸収入におきましては、非常勤特別職の社会保険特別負担金に

つきまして、一般会計において経理処理することといたしまして、７

９万１千円の減額をお願いしております。 

          続いて歳出ですが、１款総務費におきましては、保健師１名分の職
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員人件費、３９４万２千円の増額をお願いをしております。 

          ２款サービス事業費は、１９年度の事業執行見込みによります減額

補正を行うものでありまして、報酬減額６０８万円、共済費減額２４

２万７千円につきましては、募集をしておりますけども介護支援専門

員等の採用がなかなか採用にこぎつけることができなかったために、

不用額を今回減額としてお願いするものです。 

          賃金委託料の補正の主なものにつきましては、事務補助職員を県か

ら雇用に切り替えるものです。使用料及び賃借料減額３４万５千円に

つきましては、公用車のリース料の執行残を減額するものであります。 

          ９ページをお願いします。 

          ３款の諸支出金におきましては、平成１８年度決算に基づきまして、

一般会計の超過交付額１８０万３千円を返還するものです。 

          以上、要点の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○松 浦 議 長   以上をもって要点の説明を終わります。 

          これより質疑に入ります。 

          質疑ありませんか。 

           〔質疑なし〕 

◯松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

お諮りします。 

本案は委員会への付託を省略いたしたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

〔異議なし〕 

◯松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会の付託を省略いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

   〔討論なし〕 

◯松 浦 議 長   討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

  これより議案第１０３号、平成１９年度安芸高田市介護サービス特

別会計補正予算（第１号）の件を起立により採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

        〔起立多数〕 

◯松 浦 議 長   起立多数であります。 

よって、本件は原案のとおり可決をされました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２５ 議案第１０４号 平成１９年度安芸高田市公共下 

水道事業特別会計補正予算（第１号） 

○松 浦 議 長   日程第２５、議案第１０４号、平成１９年度安芸高田市公共下水道

事業特別会計補正予算（第１号）の件を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 
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提出者から提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案名が、平成１９年度安芸高田市公共下水道事業特別会計補正予

算です。 

          本案は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ、２，４８

３万７千円を追加し、予算の総額を３億７，９５３万２千円とするも

のです。 

 歳入につきましては、繰入金が３，９８２万５千円、繰越金５９２

万２千円、諸収入１９９万円をそれぞれ追加し、市債２，２９０万円

を減額するものです。 

          歳出につきましては、施設費１，９００万円、諸支出金５９２万２

千円をそれぞれ追加し、総務費８万５千円を減額するものです。 

次に、繰越明許費の補正でありますが、地方自治法第２１３条第１

項の規定によりまして、翌年度に繰り越して使用できる事業費として、

３，７７０万円を繰越明許費とするものです。 

 また、地方債の補正につきましては、その借り入れ限度額を、９，

９３０万円と定めるものです。 

          以上、よろしく審議を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

   この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

産業建設部長 金岡英雄君。 

○金岡産業建設部長   それでは、平成１９年度安芸高田市公共下水道事業特別会計補正予

算（第１号）について、要点の説明を行います。 

歳入ですが、８ページをお願します。 

４款繰入金の１項他会計からの繰入金では、過疎債への借りかえな

どにより一般会計からの繰入金３，９８２万５千円を、また５款繰越

金では、平成１８年度の決算に伴い５９２万２千円を、６款諸収入の

１項雑入では、消費税の額の確定により１，９９０万円をそれぞれ追

加させていただいております。７款市債では、公共下水道債から過疎

債への借りかえなどにより２，２９０万円を減額しております。 

次に歳出ですが、１０ページをお願いします。 

１款総務費、１項総務管理費の一般管理費ですが、職員の人件費等

の調整で８万５千円を減額、２款施設費の施設建設費では１，９００

万円を追加しておりますが、その内訳としましては、事業の精算見込

等によりまして、管路の調査設計業務など委託料５６６万円、工事請

負費で管路工事費など１，０８６万円、補償補填及び賠償金では水道

管移設補償費などで２４８万円の追加をさせていただいております。

３款公課費では、元金について財源の組み替えをさせていただいてお

ります。４款諸支出金では、平成１８年度の決算に伴い５９２万２千

円を一般会計への繰り出し金として追加させていただいております。 

４ページにお戻りをいただきたいと思います。 
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第２表繰越明許費の補正ですが、吉田処理区公共下水道整備事業に

つきまして、大通院の砂防公園付近の管路工事や稲田橋付近のマンホ

ールポンプ設置工事などで、一部工事が年度内に完了が見込めないと

いうところがありますので、その事業費として３，７７０万円を計上

させていただいております。 

次に、５ページの第３表地方債の補正ですが、公共下水道債から過

疎債への借りかえなどにより、補正前の額から２，２９０万円を減額

し、補正後の額を９，９３０万円とさせていただいております。 

以上で説明を終わります。 

○松 浦 議 長   以上をもって要点の説明を終わります。 

          これより質疑に入ります。 

          質疑ありませんか。 

          １２番 青原敏治君。 

○青 原 議 員   今説明をいただきましたが、数字等々の読み間違えはしないように

していただきたいと思います。 

          雑入の８ページ、１９９万というのを１，９９０万円と言われまし

たが、これが残ると総額が変わってくるのではないかと思いますが。 

○松 浦 議 長   ただいまの質問に答弁を求めます。 

産業建設部長 金岡英雄君。 

○金岡産業建設部長   大変失礼いたしました。ご指摘のように読み間違えをしておりまし

た。１９９万円です。大変失礼しました。 

○松 浦 議 長   ほかに質疑ありませんか。 

           〔質疑なし〕 

◯松 浦 議 長   質疑ないようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

お諮りします。 

本案は委員会への付託を省略いたしたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

〔異議なし〕 

◯松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会の付託を省略いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

   〔討論なし〕 

◯松 浦 議 長   討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

  これより議案第１０４号、平成１９年度安芸高田市公共下水道事業

特別会計補正予算（第１号）の件を起立により採決いたします。 

本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

        〔起立多数〕 

◯松 浦 議 長   起立多数であります。 

よって、本件は原案のとおり可決をされました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 
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日程第２６ 議案第１０５号 平成１９年度安芸高田市特定環 

境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

○松 浦 議 長   日程第２６、議案第１０５号、平成１９年度安芸高田市特定環境保

全公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）の件を議題といたしま

す。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案名、平成１９年度安芸高田市特定環境保全公共下水道事業特別

会計補正予算です。 

          本案は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ、３１１

万５千円を追加し、予算の総額を７億８，０５０万７千円とするもの

です。 

          歳入につきましては、繰入金８，９０８万１千円、繰越金９６６万

５千円をそれぞれ追加し、諸収入４３万１千円、市債９，５２０万円

をそれぞれ減額するものです。 

          歳出につきましては、諸支出金９６６万５千円を追加し、総務費７

４万円、施設費５８１万円をそれぞれ減額するものです。 

また、地方債の補正につきましては、その借り入れ限度額を１億４，

３５０万円と定めるものです。 

          以上、よろしく審議を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

産業建設部長 金岡英雄君。 

○金岡産業建設部長   それでは、議案第１０５号、平成１９年度安芸高田市特定環境保全

公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について、要点の説明を

行います。 

まず歳入ですが、８ページをお願いいたします。 

５款繰入金の１項他会計からの繰入金では、過疎債への借りかえな

どにより一般会計からの繰入金８，９０８万１千円を追加、 ６款繰越

金では、平成１８年度の決算に伴い９６６万５千円を追加、７款諸収

入の１項雑入では、消費税の額の確定により３０６万９千円を追加し、

また、その他の雑入ですが、県道の吉田豊栄線の改良工事が平成２０

年度に繰越になったため、下水道管の補償金であります３５０万円を

減額させていただきまして、あわせて４３万１千円が減額となってお

ります。８款市債では、公共下水道債から過疎債への借りかえなどに

より９，５２０万円を減額しております。 

次に歳出ですが、１０ページをお願いします。 

１款総務費、１項総務管理費の一般管理費ですが、職員の人件費の

調整で７４万円を減額、２款施設費の１項施設管理費では２２９万円

を追加しておりますが、その主なものは、事業等の精算見込等により、
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八千代処理区では、光熱水費や汚泥運搬手数料など１５２万６千円を

減額し、甲田処理区では、マンホールポンプの警報機器装置などの修

繕代など２０８万４千円を追加させていただいております。向原処理

区では、光熱水費や汚泥脱水手数料など１７３万２千円を追加してお

ります。 

次に２項の施設建設費では、それぞれ事業の精算見込みなどにより、

八千代処理区では、浄化センター建設工事委託料で５６２万円、管路

の調査設計業務委託料で３１２万７千円、水道管移設補償費で２００

万円など合わせて１，０７４万３千円を減額し、同額を工事請負費に

組み替えを行っております。甲田処理区では、人的派遣業務と賃金の

見直しに伴い４０万円について費目の組み替えを行っております。ま

た、向原処理区では、不明水調査業務や県道吉田豊栄線の改良工事の

翌年度延期に伴います管路工事など合わせて８１０万円を減額してお

ります。 

３款公債費の１目元金については、財源の組み替えを行っておりま

す。４款諸支出金では、平成１８年度の決算に伴い９６６万５千円を

一般会計への繰り出し金として追加させていただいております。 

４ページにお戻りください。 

第２表地方債の補正ですが、下水道債から過疎債への借りかえなど

により、補正前の額から９，５２０万円を減額し、補正後の額を１億

４，３５０万円とさせていただきたいとするものでございます。 

以上で説明を終わります。 

○松 浦 議 長   以上をもって要点の説明を終わります。 

          これより質疑に入ります。 

          質疑ありませんか。 

〔質疑なし〕 

◯松 浦 議 長   質疑ないようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

お諮りします。 

本件は委員会への付託を省略いたしたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

〔異議なし〕 

◯松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会の付託を省略いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

   〔討論なし〕 

◯松 浦 議 長   討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

  これより議案第１０５号、平成１９年度安芸高田市特定環境保全公

共下水道事業特別会計補正予算（第２号）の件を起立により採決いた

します。 

本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 
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        〔起立多数〕 

◯松 浦 議 長   起立多数であります。 

よって、本件は原案のとおり可決をされました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２７ 議案第１０６号 平成１９年度安芸高田市農業集 

落排水事業特別会計補正予算（第３号） 

○松 浦 議 長   日程第２７、議案第１０６号、平成１９年度安芸高田市農業集落排

水事業特別会計補正予算（第３号）の件を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   平成１９年度安芸高田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３

号）です。 

          既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ、７５６万３千

円を減額し、予算の総額を４億６，２７３万５千円とするものです。 

          歳入につきましては、繰入金１，０１８万９千円、繰越金１，１０

０万６千円、諸収入２４４万２千円をそれぞれ追加し、市債３，１２

０万円を減額するものです。 

          歳出につきましては、諸支出金１，１００万６千円を追加し、総務

費７８万６千円、施設費１，７７８万３千円をそれぞれ減額するもの

です。 

また、地方債の補正につきましては、その借り入れ限度額を、６，

７５０万円と定めるものです。 

以上、よろしく審議を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

産業建設部長 金岡英雄君。 

○金岡産業建設部長   議案第１０６号、平成１９年度安芸高田市農業集落排水事業特別会

計補正予算（第３号）について、要点の説明を行います。 

まず歳入ですが、８ページをお願いします。 

５款繰入金の１項他会計からの繰入金では、過疎債の借りかえなど

により一般会計からの繰入金１，０１８万９千円を、 ６款繰越金では、

平成１８年度の決算に伴い１，１００万６千円を、７款諸収入の１項

雑入では、消費税の額の確定により還付金２４４万２千円をそれぞれ

追加させていただいております。また、８款市債では、下水道債から

過疎債への借りかえなどにより３，１２０万円を減額させていただい

ております。 

次に歳出ですが、１０ページをお願いします。 

１款総務費、１項総務管理費の一般管理費ですが、人件費等の調整

で７８万６千円を減額、２款施設費の１項施設管理費では、４９１万

７千円を追加しておりますが、その主なものは、各処理区の業務の精
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算見込等により、八千代処理区では、光熱水費や修繕料など２８万円

を、美土里処理区では同様に、光熱水費や修繕料など７４万３千円を、

高宮処理区では、光熱水費など９１万９千円を、甲田処理区では、汚

泥沈殿槽の清掃手数料など６９万１千円を、向原処理区では、光熱水

費や汚泥脱水手数料など２２８万４千円をそれぞれ追加しております。 

２項施設建設費では、吉田処理区の事業費の精算見込みなどにより、

工事請負費２，２７０万円を減額させていただいております。 

３款公債費の１目元金については、財源の組み替えを行っておりま

す。４款諸支出金では、平成１８年度の決算に伴い１，１００万６千

円を一般会計への繰り出し金として追加させていただいております。 

４ページをお願いいたします。 

第２表地方債の補正ですが、下水道債から過疎債への借りかえなど

により、補正前の額から３，１２０万円を減額し、補正後の額を６，

７５０万円とさせていただいております。 

以上で説明を終わります。 

○松 浦 議 長   以上をもって要点の説明を終わります。 

          これより質疑に入ります。 

          質疑はありませんか。 

○入 本 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １５番 入本和男君。 

○入 本 議 員   ちょうど人件費による人事異動と言われましたか、差異が出ている

わけですが、それによって職員手当と残業手当までが平行して減額に

なっています。職員数は変わっていませんが、どういう内容の異動だ

ったのでしょうか。 

○松 浦 議 長   今の質問に答弁を求めます。 

産業建設部長 金岡英雄君。 

○金岡産業建設部長   職員手当につきましては、それぞれ時間外等の見込みによって減額

をさせていただいております。５５万・・・・。 

○松 浦 議 長   暫時休憩いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ５時３４分 休憩 

午後 ５時４０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○松 浦 議 長   休憩を閉じて会議を再開いたします。 

          ただいまの質問に答弁を求めます。 

          総務課長 高杉和義君。 

○高杉総務課長   ただいまの質疑ですが、職員手当で７５万５千円の減額となってい

ます。これは１２ページの明細に載っていますとおり、その内訳とし

ましたら、扶養手当から通勤手当、そして時間外勤務手当、そして期

末勤勉手当を予算と現在の形で精査しました結果、７５万５千円が不

用となる見込みです。ですからこの数字を計上させていただいたとい
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うことです。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          １５番 入本和男君。 

○入 本 議 員   人事異動で７５万５千円が発生するのはわかるのですが、この時間

外がどういうふうな連動、職員が優秀になったから減額になったのか、

そこらが理解できないので説明をお願いしたいと思います。時間外が

ここでどういうふうに発生するのか。 

○松 浦 議 長   答弁を求めます。 

産業建設部長 金岡英雄君。 

○金岡産業建設部長   当初予算のときにある程度一定額を計上ということで、補正前の額

を上げさせていただいておりましたが、その後の全体的な時間外の推

計等をみる中で、職員もしっかり頑張ってくれている部分もあると思

いますが、そういう中での時間外の調整ということでご理解を賜りた

いと思います。 

○松 浦 議 長   ほかに質疑ありませんか。 

          １７番 今村義照君。 

○今 村 議 員   当初の予算から今回建設費の関係ですが、大きく減額しているわけ

です。これの主たる要因といいますか、原因はいかなるところにある

のか、このことが多分事務量に多少影響しているのではなかろうかと

思いますが、そこの説明をお願いいたします。 

○松 浦 議 長   ただいまの質問に答弁を求めます。 

産業建設部長 金岡英雄君。 

○金岡産業建設部長   これにつきましては最終年度で、当初計画していた管路等について

は、それぞれ事業実施いたしましたが、入札残等の精査をする中で、

これだけの事業費が減額となったということです。 

○松 浦 議 長   ほかに質疑ありませんか。 

           〔質疑なし〕 

◯松 浦 議 長   質疑ないようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

お諮りします。 

本件は委員会への付託を省略いたしたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

〔異議なし〕 

◯松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会の付託を省略いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

   〔討論なし〕 

◯松 浦 議 長   討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

  これより議案第１０６号、平成１９年度安芸高田市農業集落排水事

業特別会計補正予算（第３号）の件を起立により採決いたします。 

本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 
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        〔起立多数〕 

◯松 浦 議 長   起立多数であります。 

よって、本件は原案のとおり可決をされました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２８ 議案第１０７号 平成１９年度安芸高田市浄化槽 

整備事業特別会計補正予算（第２号） 

○松 浦 議 長   日程第２８、議案第１０７号、平成１９年度安芸高田市浄化槽整備

事業特別会計補正予算（第２号）の件を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   平成１９年度安芸高田市浄化槽整備事業特別会計補正予算です。 

          本案は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ、１，３

４３万１千円を追加し、予算の総額を２億７，１３７万４千円とする

ものです。 

          歳入につきましては、繰入金が４，０９０万５千円、繰越金１，３

０３万２千円をそれぞれ追加し、国庫支出金１，５９７万９千円、諸

収入８２万７千円、市債２，３７０万円をそれぞれ減額するものです。 

          歳出につきましては、総務費３９万９千円、諸支出金１，３０３万

２千円をそれぞれ追加するものです。 

          また、地方債の補正につきましては、その借り入れ限度額を、４，

０００万円と定めるものであります。 

          以上、よろしく審議を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

産業建設部長 金岡英雄君。 

○金岡産業建設部長   議案第１０７号、平成１９年度安芸高田市浄化槽整備事業特別会計

補正予算（第２号）について、要点の説明を行います。 

まず歳入ですが、８ページをお願いします。 

３款国庫支出金、１項国庫補助金の浄化槽整備事業国庫補助金では、

事業の精算見込み伴うもので、浄化槽にかかる交付金制度で１８年度、

１９年度の年度間の調整が可能ということで、平成１８年度の交付金

の一部を平成１９年度に充当しましたので、今回１，５９７万９千円

を減額しております。 

６款繰入金の１項他会計からの繰入金では、過疎債への借りかえな

どにより一般会計からの繰入金４，０９０万５千円を、 ７款繰越金で

は、平成１８年度の決算に伴い１，３０３万２千円をそれぞれ追加し、

８款諸収入の１項雑入では、消費税の額の確定により８２万７千円を

減額しております。 

また、９款市債では、浄化槽整備事業債から過疎債への借りかえな

どにより２，３７０万円を減額しております。 
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次に歳出ですが、１０ページをお願いします。 

１款総務費、１項総務管理費の一般管理費ですが、人件費等の調整

で３９万９千円を追加し、２款施設費の１項施設管理費では１７５万

６千円について、役務費から需用費への費目の組み替えを行っており

ます。 

２項施設建設費では、事業費に変更はありませんが、財源の組み替

えをさせていただいております。 

４款諸支出金では、平成１８年度の決算に伴い１，３０３万２千円

を一般会計への繰り出し金として追加させていただいております。 

４ページにお戻りください。 

第２表地方債の補正ですが、浄化槽整備事業債から過疎債への借り

かえなどにより、補正前の額から２，３７０万円を減額し、補正後の

額を４，０００万円とさせていただきたいとするものです。 

以上で説明を終わります。 

○松 浦 議 長   以上をもって要点の説明を終わります。 

          これより質疑に入ります。 

          質疑ありませんか。 

           〔質疑なし〕 

◯松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

これにて質疑を終結いたします。 

お諮りします。 

本件は委員会への付託を省略いたしたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

〔異議なし〕 

◯松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会の付託を省略いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

   〔討論なし〕 

◯松 浦 議 長   討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

  これより議案第１０７号、平成１９年度安芸高田市浄化槽整備事業

特別会計補正予算（第２号）の件を起立により採決いたします。 

本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

        〔起立多数〕 

◯松 浦 議 長   起立多数であります。 

よって、本件は原案のとおり可決をされました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２９ 議案第１０８号 平成１９年度安芸高田市コミュ 

ニティ・プラント整備事業特別会計補正予算（第 

１号） 

○松 浦 議 長   日程第２９、議案第１０８号、平成１９年度安芸高田市コミュニテ
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ィ・プラント整備事業特別会計補正予算（第１号）の件を議題といた

します。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第１０８号、平成１９年度安芸高田市コミュニティ・プラント

整備事業特別会計補正予算です。 

          本案は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ、５８２

万９千円を追加し、予算の総額を１，１５３万８千円とするものです。 

          歳入につきましては、繰越金５８２万９千円を追加するものです。 

 歳出につきましては、諸支出金５８２万９千円を追加するものです。 

 以上、よろしく審議を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

産業建設部長 金岡英雄君。 

○金岡産業建設部長   議案第１０８号、平成１９年度安芸高田市コミュニティ・プラント

整備事業特別会計補正予算（第１号）について、要点の説明を行いま

す。 

歳入でございますが、６ページをお願いします。 

４款繰越金では、平成１８年度の決算に伴い繰越金として、５８２

万９千円を追加させていただいております。 

次に歳出ですが、４款諸支出金では、繰越金と同額の５８２万９千

円を一般会計への繰り出し金として追加させていただいております。 

以上です。 

○松 浦 議 長   以上をもって要点の説明を終わります。 

          これより質疑に入ります。 

          質疑ありませんか。 

        〔質疑なし〕 

◯松 浦 議 長   質疑なしと認め、これをもって質疑を終結いたします。 

お諮りします。 

本件は委員会への付託を省略いたしたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

〔異議なし〕 

◯松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会の付託を省略いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

   〔討論なし〕 

◯松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

  これより議案第１０８号、平成１９年度安芸高田市コミュニティ・

プラント整備事業特別会計補正予算（第１号）の件を起立により採決

いたします。 
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本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

        〔起立多数〕 

◯松 浦 議 長   起立多数であります。 

よって、本件は原案のとおり可決をされました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第３０ 議案第１０９号 平成１９年度安芸高田市簡易水 

道事業特別会計補正予算（第３号） 

○松 浦 議 長   日程第３０、議案第１０９号、平成１９年度安芸高田市簡易水道事

業特別会計補正予算（第３号）の件を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第１０９号、平成１９年度安芸高田市簡易水道事業特別会計補

正予算です。 

          本案は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ、２，７４

４万２千円を追加し、予算の総額を６億９，２１１万５千円とするも

のです。 

          歳入につきましては、繰入金２，５６５万円、繰越金１，５８６万

８千円、諸収入１５１万７千円をそれぞれ追加し、分担金及び負担金

１，０６８万２千円、国庫支出金２５１万１千円、市債２４０万円を

それぞれ減額するものです。 

          歳出につきましては、総務費３９万５千円、施設費１，１１７万９

千円、諸支出金１，５８６万８千円をそれぞれ追加するものです。 

          また、地方債の補正につきましては、その借り入れ限度額を、２，

８９０万円と定めます。 

          以上、よろしく審議を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

産業建設部長 金岡英雄君。 

○金岡産業建設部長   議案第１０９号、平成１９年度安芸高田市簡易水道事業特別会計補

正予算（第３号）について、要点の説明を行います。 

まず歳入ですが、８ページをお願いいたします。 

１款分担金及び負担金の工事負担金ですが、下水道工事に伴う水道

管移設の減少により２００万円、八千代給水区におきましては、県の

河川改修に伴いまして事業費の精算見込み、また八千代病院付近の水

道管移設など事業費の精算見込みによりまして、５０７万１千円減額

させていただいております。向原給水区では、県道吉田豊栄線の改良

工事が翌年度に変更されたことに伴いまして、水道管移設補償費３６

１万１千円の減額などあわせて１，０６８万２千円を減額させていた

だいております。 

３款国庫支出金の簡易水道事業国庫補助金では、事業費の精算見込
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みなどによりまして２５１万１千円を減額し、６款繰入金の１項他会

計繰入金では、一般会計からの繰入金２，５６５万円を、７款繰越金

では、平成１８年度の決算に伴い１，５８６万８千円を、８款諸収入

の雑入では、消費税の額の確定や施設への落雷による保険金などあわ

せまして１５１万７千円をそれぞれ追加させていただいております。 

また、９款市債では、水道施設災害復旧事業の精算見込み等により

まして２４０万円を減額しております。 

次に歳出ですが、１０ページをお願いします。 

１款総務費、１項総務管理費の一般管理費ですが、職員の人件費等

の調整で３９万５千円を追加させていただいております。 

２款施設費の１項施設管理費では２２万５千円を減額しております

が、その主なものは、各処理区の精算見込等により、管理運営費で水

質検査委託料など８９万７千円を減額、吉田給水区では、修繕料や電

話料など４７万円を追加、八千代給水区では、施設の光熱水費などの

ほか、災害復旧事業の精算見込みによりまして、工事請負費など１３

０万１千円を減額しております。美土里給水区では、修繕料５万３千

円追加、高宮給水区では、施設の修繕料など４４万９千円を追加、甲

田給水区では、稼地地区の水位計の修繕料など５４万円を追加させて

いただいております。向原給水区では、光熱水費や施設機器の修繕料

の追加及び浄水場の警備保障業務委託の精算見込により委託料の減額

など行い、合わせて４６万１千円を追加しております。 

次に２項施設建設費では、八千代給水区の事業の精算見込みなどに

より調査設計業務など９１万７千円を減額、甲田給水区では、高地長

屋地区の事業の精算見込により、調査設計業務委託料７７０万７千円

並びに工事請負費９０９万１千円などあわせて１，６８０万８千円を

追加しております。向原給水区では、県道吉田豊栄線の改良工事が翌

年度に変更されたことなどにより水道管移設工事費４４８万７千円を

減額などしております。 

４款諸支出金では、平成１８年度の決算に伴い１，５８６万８千円

を一般会計への繰り出し金として追加させていただいております。 

４ページをお願いします。 

第２表地方債の補正ですが、災害復旧事業の精算見込みにより、補

正前の額から２４０万円を減額し、補正後の額を２，８９０万円とさ

せていただいております。 

以上です。 

○松 浦 議 長   以上をもって要点の説明を終わります。 

          これより質疑に入ります。 

          質疑ありませんか。 

〔質疑なし〕 

◯松 浦 議 長   質疑ないようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

お諮りします。 
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本件は委員会への付託を省略いたしたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

〔異議なし〕 

◯松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会の付託を省略いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

   〔討論なし〕 

◯松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

  これより議案第１０９号、平成１９年度安芸高田市簡易水道事業特

別会計補正予算（第３号）の件を起立により採決いたします。 

本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

        〔起立多数〕 

◯松 浦 議 長   起立多数であります。 

よって、本件は原案のとおり可決をされました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第３１ 議案第１１０号 平成１９年度安芸高田市飲料水 

供給事業特別会計補正予算（第１号） 

○松 浦 議 長   日程第３１、議案第１１０号、平成１９年度安芸高田市飲料水供給

事業特別会計補正予算（第１号）の件を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   平成１９年度安芸高田市飲料水供給事業特別会計補正予算です。 

 本案は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ、９０万５

千円を追加し、予算の総額を１，２１９万８千円とするものです。 

          歳入につきましては、繰入金２９万３千円、繰越金６１万２千円を

それぞれ追加するものです。 

          歳出につきましては、施設費２９万２千円、諸支出金６１万３千円

をそれぞれ追加するものです。 

          以上、よろしく審議をいただきたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

産業建設部長 金岡英雄君。 

○金岡産業建設部長   議案第１１０号、平成１９年度安芸高田市飲料水供給事業特別会計

補正予算（第１号）について、要点の説明を行います。 

まず歳入ですが、６ページをお願いします。 

３款繰入金の他会計繰入金では、一般会計からの繰入金として２９

万３千円を追加、４款繰越金では、平成１８年度の決算に伴い６１万

２千円を追加させていただいております。 

次に歳出ですが、７ページをお願いします。 

２款施設費の施設管理費では、簾地区の機器の修繕費など２９万２
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千円を追加し、４款諸支出金では、平成１８年度の決算に伴い６１万

３千円を一般会計への繰り出し金として追加させていただいておりま

す。 

以上です。 

○松 浦 議 長   以上をもって要点の説明を終わります。 

          これより質疑に入ります。 

          質疑ありませんか。 

〔質疑なし〕 

◯松 浦 議 長   質疑なしと認め、これをもって質疑を終結いたします。 

お諮りします。 

本件は委員会への付託を省略いたしたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

〔異議なし〕 

◯松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会の付託を省略いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

   〔討論なし〕 

◯松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

  これより議案第１１０号、平成１９年度安芸高田市飲料水供給事業

特別会計補正予算（第１号）の件を起立により採決いたします。 

本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

        〔起立多数〕 

◯松 浦 議 長   起立多数であります。 

よって、本件は原案のとおり可決をされました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯松 浦 議 長   以上で、本日の日程はすべて終了いたしました。 

本日はこれにて散会いたします。 

次回は、明日午前１０時から再開いたします。 

ご苦労さんでございました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ６時０６分 散会 
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